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昌

茂

一 
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
哲
学
者
・
精
神
史
家
下
村
寅
太
郎
（
一
九
〇
二
︱
一
九
九
五
）
の
近
代
科
学
史
論
お
よ
び
科
学
史
論
考
に
関
す
る
諸
論
文
を

取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
近
代
科
学
を
成
立
さ
せ
て
い
る
歴
史
的
要
因
と
の
関
わ
り
方
を
検
証
し
、
わ
が
国
の
近

代
科
学
史
論
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
か
、
を
確
認
す
る
作
業
と
し
た
い
）
1
（

。

　
『
自
然
哲
学
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
九
年
）、『
科
学
史
の
哲
学
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
一
年
）、『
無
限
論
の
形
成
と
構
造
』（
弘
文

堂
書
房
、
一
九
四
四
年
）の
科
学
史
三
部
作
）
2
（

を
刊
行
し
た
下
村
は
、
次
い
で
、
近
代
科
学
史
論
に
関
す
る
諸
論
文
を
、
戦
中
・
戦
後
に

順
次
発
表
し
て
い
る
。
戦
中
、
精
神
史
的
立
場
か
ら
近
代
科
学
の
生
成
・
発
展
を
論
述
し
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。｢

近
代
科
学
の
始

源
と
そ
の
発
展
│
近
代
科
学
の
精
神
史
的
試
論｣

『
世
界
史
講
座
』
七
巻
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
四
年
）
所
収
と
い
う
論
文
が
そ
れ
で
あ

る
（
二
・
三
︱
七
十
）
）
3
（

。
こ
れ
は
近
代
科
学
史
論
の
端
緒
と
な
っ
た
重
要
論
文
で
あ
る
。
戦
後
、
こ
の
論
文
の
続
篇
、
つ
ま
り
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
、
ケ
プ
ラ
ー
、
ガ
リ
レ
イ
に
関
す
る
論
文
を
発
表
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
進
み
、
近
代
科
学
の
精
神
史
に
関
す
る
諸
問
題
の
小
篇

を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
と
な
っ
た
（
十
三
・
三
四
四
）。「
近
代
科
学
史
論
」
の
刊
行
は
予
告
さ
れ
て
い
た
も
の
の
（
二
・
七
十
）、

雑
誌
論
文
に
発
表
さ
れ
た
ま
ま
中
断
と
な
り
、
結
局
単
行
本
と
し
て
、「
近
代
科
学
史
論
」
を
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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管
見
の
限
り
で
は
、
下
村
の
近
代
科
学
史
論
を
取
り
上
げ
考
察
し
て
い
る
の
は
、
野
家
啓
一
の
み
で
あ
る
）
4
（

。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
を

踏
ま
え
て
）
5
（

、
第
一
に
下
村
の
生
涯
を
大
き
く
五
つ
の
時
期
に
分
け
、
各
時
期
に
お
け
る
代
表
的
著
作
を
挙
げ
、
そ
の
特
徴
を
見
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。
第
二
に
下
村
の
京
都
帝
国
大
学
（
京
大
と
略
記
）
哲
学
科
の
学
生
時
代
、
数
理
哲
学
の
研
究
を
始
め
た
当
時
の
わ
が
国

の
哲
学
界
の
状
況
を
見
て
お
き
た
い
。
当
時
、
下
村
が
読
ん
だ
著
作
や
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
著
作
の
確
認
作
業
と
す
る
。
た
だ
し
古
典
で

は
な
く
研
究
書
を
対
象
と
す
る
。
第
三
に
『
科
学
史
の
哲
学
』
を
刊
行
し
た
下
村
の
動
機
や
、
同
書
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
精
神
史
的
方
法

に
つ
い
て
、
見
て
お
き
た
い
。
第
四
に
本
稿
で
取
り
上
げ
る
下
村
の
近
代
科
学
史
論
お
よ
び
科
学
史
論
考
の
諸
論
文
を
一
覧
に
掲
げ
、
次

い
で
そ
の
諸
論
文
に
お
い
て
、
近
代
科
学
を
成
立
さ
せ
て
い
る
歴
史
的
要
因
と
の
関
わ
り
方
を
検
証
し
、
わ
が
国
の
近
代
科
学
史
論
の
な

か
で
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
か
、
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
併
せ
て
、
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の

わ
が
国
お
よ
び
欧
米
の
科
学
史
研
究
の
動
向
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。
そ
の
研
究
の
動
向
は
書
誌
的
情
報
に
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

ら
を
通
し
て
、
下
村
の
先
駆
的
業
績
を
見
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

二 

下
村
の
生
涯
の
時
期
区
分

　

下
村
の
生
涯
を
、
次
の
五
期
に
分
け
、
各
時
期
の
年
代
、
お
よ
び
各
時
期
の
代
表
的
著
作
を
挙
げ
、
そ
の
業
績
の
特
徴
を
見
る
こ
と
に

し
よ
う
。
こ
こ
で
述
べ
る
時
期
区
分
は
、
竹
田
篤
司
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
十
三
・
六
七
〇
）。
竹
田
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
下
村
の
生
涯

を
こ
の
よ
う
に
分
け
る
の
は
、
大
き
な
転
機
を
二
度
経
験
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
）
6
（

。
一
つ
は
一
九
四
一
年
、
京
都
を
離
れ
東
京
文
理
科

大
学
に
赴
任
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
一
九
五
六
年
、
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
し
た
こ
と
に
よ
る
。
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第
一
期
：
京
都
時
代
（
一
）　

一
九
〇
二
︱
一
九
二
三

　
　
　
　

一
九
二
三
年
三
月
、
三
高
を
卒
業
。
同
年
四
月
、
京
大
哲
学
科
入
学
。

第
二
期
：
京
都
時
代
（
二
）　

一
九
二
三
︱
一
九
四
〇

一
九
二
六
年
三
月
、
京
大
哲
学
科
卒
業
。
処
女
作
『
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
八
年
）、『
自
然
哲
学
』（
弘

文
堂
書
房
、
一
九
三
九
年
）
を
刊
行
。

第
三
期
：
東
京
時
代
（
一
）　

一
九
四
一
︱
一
九
五
五

一
九
四
一
年
、
下
村
は
東
京
文
理
科
大
学
に
赴
任
。『
科
学
史
の
哲
学
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
一
年
）、『
無
限
論
の
形

成
と
構
造
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
四
年
）
を
刊
行
。『
若
き
西
田
幾
多
郎
先
生
』（
人
文
書
林
、
一
九
四
七
年
）
等
の
西

田
哲
学
に
関
す
る
研
究
書
を
刊
行
。「
近
代
科
学
史
論
」
に
関
す
る
諸
論
文
を
発
表
。
こ
の
間
、『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
編

集
と
校
訂
（
一
九
四
七
︱
一
九
五
三
）
を
行
う
。
雑
誌
『
基
礎
科
学
』
の
発
行
と
編
集
（
一
九
四
七
︱
一
九
五
三
）
を
経

て
、
一
九
五
四
年
に
「
科
学
基
礎
論
学
会
」
の
創
立
、
同
年
『
科
学
基
礎
論
研
究
』
の
発
行
、
同
誌
は
現
在
に
至
る
。

第
四
期
：
東
京
時
代
（
二
） 　

一
九
五
六
︱
一
九
七
三

一
九
五
六
年
、初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
。そ
の
紀
行
文『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遍
歴 

聖
堂
・
画
廊
・
広
場
』（
未
來
社
、一
九
六
一
年
）

を
皮
切
り
に
、『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
一
年
）、『
ア
ッ
シ
シ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
』（
南
窓

社 

一
九
六
五
年
）、『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
芸
術
家
︱
精
神
史
的
研
究
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
）
を
刊
行
。

一
九
六
六
年
、
東
京
教
育
大
学
を
定
年
退
職
。
同
年
、
学
習
院
大
学
教
授
。
一
九
七
三
年
、
学
習
院
大
学
を
定
年
退
職
。

第
五
期
：
晩
年　

一
九
七
四
︱
一
九
九
五

『
モ
ナ
・
リ
ザ
論
考
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）、『
レ
オ
ナ
ル
ド
︱
遠
景
と
近
景
』（
南
窓
社
、
一
九
七
七
年
）
を
刊
行
。
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こ
の
間
に
、『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
王
ク
リ
ス
チ
ナ 

バ
ロ
ッ
ク
精
神
史
の
一
肖
像
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）
を
刊
行
。

『
精
神
史
の
中
の
芸
術
家
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
）
を
経
て
、
晩
年
に
浩
瀚
な
『
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
の
世
界 

美
術
史
家
・

文
化
史
家
・
歴
史
哲
学
者
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
を
刊
行
す
る
。

第
二
、三
期
に
『
自
然
哲
学
』、『
科
学
史
の
哲
学
』、『
無
限
論
の
形
成
と
構
造
』
の
科
学
史
三
部
作
を
刊
行
、
近
代
科
学
史
論
に
関
す
る

論
文
は
第
三
期
に
集
中
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
こ
の
第
三
期
に
、
岩
波
書
店
で
（
第
一
次
）『
西
田
幾
多
郎
全
集
』

が
企
画
さ
れ
、
編
集
委
員
に
は
安
倍
能
成
（
一
八
八
三
︱
一
九
六
六
）
ほ
か
が
名
を
連
ね
る
が
顧
問
格
で
あ
り
、
全
集
の
実
質
的
な
編
集

と
校
訂
作
業
は
下
村
と
そ
の
弟
子
た
ち
が
、
そ
れ
を
行
い
発
刊
さ
れ
た
）
7
（

。
雑
誌
『
基
礎
科
学
』
の
発
行
と
編
集
、
共
同
討
議
の
開
催
と

そ
の
刊
行
、
さ
ら
に
「
科
学
基
礎
論
学
会
」
の
創
立
に
関
わ
る
な
ど
、
下
村
の
活
動
は
ま
さ
に
驚
異
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

三 

下
村
の
京
都
帝
国
大
学
・
学
生
時
代
、 

 

数
理
哲
学
研
究
を
始
め
た
当
時
の
哲
学
界
の
状
況
に
つ
い
て

　

下
村
の
京
大
哲
学
科
学
生
時
代
（
一
九
二
六
年
卒
業
）、
そ
し
て
下
村
が
数
理
哲
学
の
研
究
を
始
め
た
当
時
の
わ
が
国
の
哲
学
界
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
当
時
下
村
は
ど
の
よ
う
な
著
作
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
下
村
が
読

ん
だ
と
推
測
さ
れ
る
著
作
も
含
め
て
、
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、『
科
学
史
の
哲
学
』
や
近
代
科
学
史
論
の
執
筆

時
に
お
い
て
、
下
村
が
ど
の
よ
う
な
研
究
書
を
読
ん
で
い
た
か
と
い
う
一
端
を
知
り
得
る
可
能
性
を
探
り
た
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
書

誌
的
情
報
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。 
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下
村
の
学
生
時
代
、
当
時
の
哲
学
界
は
新
カ
ン
ト
学
派
が
主
流
で
あ
っ
た
（
十
三
・
二
九
八
︱
三
〇
二
）。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
学
派

は
西
南
学
派
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
に
大
別
さ
れ
、
前
者
は
文
化
科
学
の
基
礎
付
け
、
後
者
は
数
学
や
自
然
科
学
の
認
識
論
的
基
礎
付
け

を
問
題
に
し
た
）
8
（

。
西
南
学
派
に
は
ヴ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
ら
が
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
に
は
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
ヘ
ン
、
ナ

ト
ル
プ
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
ら
が
い
る
。
下
村
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
の
著
作
を
読
み
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
数

理
哲
学
に
関
心
が
あ
っ
た
下
村
は
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
の
著
作
に
親
し
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
下
村
の
二
篇

の
エ
ッ
セ
イ
「
読
書
漫
録
」
と
「
著
作
遍
路
或
い
は
自
画
自
賛
」
）
9
（

、
お
よ
び
下
村
と
科
学
史
家
佐
々
木
力
と
の
対
談
「
精
神
史
と
科
学

史
の
交
流
」
）
10
（

が
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

下
村
は
「
読
書
漫
録
」
の
な
か
で
、「
ヴ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
、
コ
ー
ヘ
ン
、
ナ
ト
ル
プ
に
親
し
ん
だ
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

惜
し
む
ら
く
は
、彼
ら
の
著
作
を
挙
げ
て
い
な
い
こ
と
だ
）
11
（

。
一
方
、「
著
作
遍
路
或
い
は
自
画
自
賛
」の
な
か
で
、卒
業
論
文
執
筆
に
際
し
、

コ
ー
ヘ
ン
の
次
の
著
作
を
参
考
に
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
十
三
・
三
〇
一
）
）
12
（

。

　
　

コ
ー
ヘ
ン
『
微
分
法
の
原
理
と
そ
の
歴
史
』（
一
八
八
三
年
）
）
13
（
　

　

新
カ
ン
ト
学
派
の
著
作
か
ら
下
村
は
、
何
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
下
村
は
「
特
に
新
カ
ン
ト
学
派
の
学
者
の
論
理
的
鋭
利
さ
に
は

美
感
に
ち
か
い
爽
快
感
を
感
受
し
た
。」（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
様
）（
十
三
・
三
〇
一
）。
ま
た
、
数
理
哲
学
を
志
向
し
た
下
村
に
と
っ
て
、

特
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
の
コ
ー
ヘ
ン
に
惹
か
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
十
三
・
二
九
九
）。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
下
村
の
読
ん
だ
著
作
の
作
業
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
当
時
、
岩
波
書
店
よ
り
田
邊
元
・
伊
藤
吉
之
助
・
高
橋
穣
・

山
内
得
立
編
輯
で
「
哲
学
論
叢
」
翻
訳
シ
リ
ー
ズ
全
四
十
五
冊
が
刊
行
（
一
九
二
八
︱
一
九
三
二
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
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同
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
の
哲
学
者
の
多
く
の
論
文
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
下
村
が
次
の
二
冊
を
翻

訳
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　

ヴ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
『
法
則
の
概
念
に
つ
い
て
』（
哲
学
論
叢
11
）
下
村
寅
太
郎
訳
（
岩
波
書
店
、
一
九
二
八
年
）
）
14
（

。

　
　

カ
ツ
シ
レ
ル
『
カ
ン
ト
と
近
代
の
数
学
』（
哲
学
論
叢
15
）
下
村
寅
太
郎
訳
（
岩
波
書
店
、
一
九
二
八
年
）
）
15
（

。

先
の
エ
ッ
セ
イ
「
読
書
漫
録
」
で
下
村
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
（
カ
ツ
シ
レ
ル
）
の
名
を
挙
げ
て
い
な
か
っ
た
が
、
彼
の
論
文
を
翻
訳
し
て

い
た
事
実
が
判
明
し
た
。
お
そ
ら
く
下
村
は
、
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
処
女
作
『
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
体
系
』
や
近
代
認
識
論
史
を
詳
述
し
た
著

作
を
、
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
（
後
述
）。
ち
な
み
に
、「
哲
学
叢
書
」
シ
リ
ー
ズ
の
新
カ
ン
ト
学
派
の
著
者
・
論

文
よ
り
、
適
宜
選
び
次
に
挙
げ
る
。

コ
ー
ヘ
ン
『
プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
と
数
学
』（
哲
学
論
叢
17
）
高
田
三
郎
訳
（
岩
波
書
店
、
一
九
二
八
年
）。

ナ
ト
ル
プ
『
カ
ン
ト
と
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
』（
哲
学
論
叢
19
）
伊
藤
吉
之
助
訳
（
岩
波
書
店
、
一
九
二
八
年
）。

ナ
ト
ル
プ
『
体
系
的
見
地
よ
り
観
た
る
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
ヘ
ン
の
哲
学
的
業
績
』（
哲
学
論
叢
34
）
相
原
信
作
訳
（
岩
波
書
店
、

一
九
三
〇
年
）。

リ
ッ
ケ
ル
ト
『
一
者
、
統
一
及
び
一
』（
哲
学
論
叢
40
）
伊
藤
謹
一
郎
訳
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
）。

推
測
の
域
を
出
な
い
が
、こ
れ
ら
「
哲
学
論
叢
」
の
著
作
を
含
め
て
下
村
は
、読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
次
に
下
村
と
佐
々
木
と
の
対
談
「
精



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
二
十
一
号

五
〇

神
史
と
科
学
史
の
交
流
」
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
同
対
談
で
下
村
は
、
学
生
時
代
や
数
理
哲
学
の
研
究
を
志
し
た
頃
を
回
顧
し
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

学
生
時
代
の
わ
が
国
の
哲
学
界
は
新
カ
ン
ト
派
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
を
振
り
返
っ
た
下
村
は
、
同
対
談
で
コ
ー
ヘ
ン
や
カ
ッ
シ
ー

ラ
ー
の
業
績
と
そ
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。
簡
潔
に
要
約
す
れ
ば
、
コ
ー
ヘ
ン
は
「
純
粋
思
惟
」
の
立
場
か
ら
論
理
学
、
倫
理
学
、
美
学

を
体
系
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
と
一
定
の
評
価
を
下
す
も
、歴
史
学
や
精
神
科
学
は
純
粋
な
原
理
だ
け
で
遂
行
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
。

そ
れ
を
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
は
自
分
の
問
題
と
し
て
象
徴
形
式
と
い
う
晩
年
の
思
想
を
展
開
し
た
こ
と
や
、
彼
に
よ
っ
て
精
神
科
学
の
哲
学
の

展
開
を
遂
行
し
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、「
私
﹇
下
村
﹈
が
哲
学
の
勉
強
を
始
め
た
の
は
ち
ょ
う
ど
そ
う
い
う
段
階
の
哲
学
﹇
新
カ
ン

ト
学
派
﹈
で
し
た
。﹇
中
略
﹈
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
哲
学
の
『
象
徴
形
式
の
哲
学
』
の
出
る
前
で
、『
実
体
概
念
と
関
数
概
念
』
や
『
認
識
問

題
』
と
い
う
大
き
な
三
冊
本
の
近
代
科
学
史
論
が
中
心
で
し
た
」（﹇　

﹈
印
引
用
者
、
以
下
同
様
）
）
16
（

。
こ
こ
で
、
下
村
が
読
ん
だ
と
思
わ

れ
る
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
や
コ
ー
ヘ
ン
の
著
作
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
『
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
体
系
』（
一
九
〇
二
年
）、『
実
体
概
念
と
関
数
概
念
』（
一
九
一
〇
年
）、『
認
識
問
題
』

（
一
九
〇
六
、〇
七
、二
〇
年
）、『
象
徴
形
式
の
哲
学
』（
一
九
二
三
、二
五
、二
九
年
）。

コ
ー
ヘ
ン
『
純
粋
認
識
の
論
理
学
』（
一
九
〇
二
年
）
）
17
（

。

以
上
の
他
に
も
、
次
の
著
作
を
読
ん
で
い
る
）
18
（

。

デ
ュ
エ
ム『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
研
究
』全
三
巻（
一
九
〇
六
︱
一
三
年
）、ナ
ト
ル
プ『
精
密
科
学
の
論
理
的
基
礎
』（
一
九
一
〇



五
一

下
村
寅
太
郎
の
近
代
科
学
史
論
を
め
ぐ
っ
て
　〔
森
口
〕

年
）、バ
ー
ト『
近
代
科
学
の
形
而
上
学
的
基
礎
』（
一
九
二
五
年
）、ツ
ィ
ル
ゼ
ル『
天
才
概
念
の
成
立
』（
一
九
二
五
年
）、ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ

ド
『
科
学
と
近
代
世
界
』（
一
九
二
六
年
）、
ヘ
ル
マ
ン
・
ワ
イ
ル
『
数
学
と
自
然
科
学
の
哲
学
』（
一
九
二
七
年
）。

四 
『
科
学
史
の
哲
学
』
の
刊
行
と
そ
の
動
機
に
つ
い
て

　
『
科
学
史
の
哲
学
』
と
い
う
著
作
は
、
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
一
年
ま
で
に
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
ま
と
め
、
一
九
四
一
年

十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
「
純
粋
数
学
」
の
形
成
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
。
下
村
の
同
書
刊
行

の
動
機
や
、
数
学
の
生
成
・
形
成
そ
の
も
の
を
問
題
に
す
る
精
神
史
と
は
何
か
、
を
見
て
み
よ
う
。

　

同
書
刊
行
の
動
機
に
つ
い
て
下
村
は
、「
序
」（
末
尾
に
「
昭
和
十
六
年
八
月
」
と
記
す
）
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

同
書
刊
行
の
動
機
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
「
一
契
機
と
し
て
そ
の
学
問
の
性
格
を
省
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
り
、「
そ
の
学
問

の
中
で
特
に
数
学
を
中
心
と
し
た
の
は
、
こ
れ
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
に
独
自
な
性
格
を
見
出
し
得
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

学
問
と
し
て
の
数
学
︱
「
純
粋
数
学
」
の
形
成
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
独
自
な
事
件
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
史
的

0

0

0

0

事
件
で
あ
る
。」（
一
・

一
四
三
︱
一
四
四
）（
傍
点
原
文
の
マ
マ
、
以
下
同
様
）。

通
常
の
数
学
史
は
数
学
の0

歴
史
で
あ
る
。
す
で
に
数
学
と
し
て
存
在
す
る
数
学
の
発
展
の
歴
史
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
は
数
学
そ

の
も
の
の
成
立
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。﹇
中
略
﹈
我
々
の
問
題
は
数
学
の
歴
史
で
な
く
、
数
学
へ
の

0

0

歴
史
で
あ
る
。
単
な
る
数
学
の

自
然
的
発
生
史
で
は
な
く
、
数
学
の
形
成
の
精
神
史
で
あ
る
。（
一
・
一
九
一
︱
一
九
二
）
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五
二

こ
う
し
て
、
存
在
す
る
数
学
で
は
な
く
、
数
学
そ
の
も
の
の
形
成
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
）
19
（

。
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
、
精
神

史
的
な
問
題
で
あ
る
。
精
神
史
的
立
場
か
ら
数
学
史
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
下
村
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

精
神
史
と
し
て
の
数
学
と
は
、「
本
来
単
な
る
算
数
測
量
の
技
術
た
る
数
学
が
、
哲
人
の
あ
る
い
は
国
家
指
導
者
の
、
必
須
の
教
養

と
解
さ
れ
、
神
的
な
智
慧
、
永
遠
の
相
を
示
す
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
学
問
と
し
て
の
数
学
と
な
る
こ
と
に
お
い
て
精
神
が
経
験
す

る
歴
史
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈
か
か
る
数
学
を
形
成
す
る
精
神
は
い
か
な
る
精
神
で
あ
る
か
。
い
か
な
る
精
神
史
的
意
義
と
、
い
か
な

る
帰
結
を
も
た
ら
す
か
。
我
々
は
こ
の
数
学
の
生
成
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
学
問
精
神
の
現
象
学
を
跡
付
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ

る
。」（
一
・
一
九
三
）

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
数
学
の
成
立
過
程
を
考
察
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
理
念
を
、「
数
学
と
自
然
学
と
形
而
上
学
と
の
三
位
一
体
性
」（
一
・

二
四
二
）
に
な
か
に
見
出
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
特
性
と
意
義
を
究
明
し
た
。「
ギ
リ
シ
ア
精
神
の
伝
統
の
下
に
の
み
成
立
し
、
そ
れ

以
外
に
は
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
。」（
一
・
二
〇
二
）
と
結
論
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
純
粋
「「
数
学
」
の
成
立
は
確
か
に
世
界
史
的
事
件

0

0

0

0

0

0

」（
一
・
二
〇
三
）
で
あ
る
と
認
定
し
得
た
の
で
あ

る
）
20
（

。
な
お
、
方
法
と
し
て
の
精
神
史
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
で
あ
ろ
う
。

五 

近
代
科
学
史
論
お
よ
び
科
学
史
論
考
の
論
文
に
つ
い
て

　
『
科
学
史
の
哲
学
』
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
数
学
の
成
立
過
程
を
精
神
史
的
立
場
か
ら
考
察
し
た
下
村
は
、
次
い
で
『
無
限
論
の



五
三

下
村
寅
太
郎
の
近
代
科
学
史
論
を
め
ぐ
っ
て
　〔
森
口
〕

形
成
と
構
造
』
を
上
梓
し
、
引
き
続
き
近
世
の
自
然
学
の
成
立
過
程
を
問
題
に
し
よ
う
と
、
着
手
し
た
。

五
．
一　

近
代
科
学
史
論
お
よ
び
科
学
史
論
考
の
論
文
一
覧　

　

周
知
の
よ
う
に
、
近
代
科
学
の
成
立
は
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
太
陽
中
心
説
（
地
動
説
）
に
始
ま
り
（『
天
球
回
転
論
』
一
五
四
三
年
）、

ケ
プ
ラ
ー
、
ガ
リ
レ
イ
、
デ
カ
ル
ト
を
経
て
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
『
自
然
哲
学
の
数
学
的
諸
原
理
（
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
）』（
一
六
八
七
年
）
に

至
る
ま
で
の
天
文
学
や
力
学
を
中
心
と
す
る
歴
史
的
事
件
で
あ
る
。

　

本
節
で
取
り
上
げ
る
下
村
の
近
代
科
学
史
論
七
篇
（
一
か
ら
七
ま
で
）、
お
よ
び
科
学
史
論
考
二
篇
（
八
と
九
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
刊
行

順
に
分
け
て
、
冒
頭
に
項
番
を
附
し
、
次
の
一
覧
に
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
）
21
（

。

﹇
論
文
（
一
）﹈ ｢

魔
術
の
歴
史
性
︱
近
代
科
学
の
形
而
上
学
的
系
譜
に
つ
い
て
の
一
試
論｣

『
思
想
』
二
四
七
号 （
一
九
四
二
年
十
二

月
）

﹇
論
文
（
二
）﹈ ｢

近
代
科
学
の
始
源
に
つ
い
て
の
精
神
史
的
試
論｣

『
世
界
史
講
座
』
第
七
巻
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
四
年
）

﹇
論
文
（
三
）﹈ ｢

近
代
科
学
史
論
序
説
︱
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
を
中
心
と
し
て｣

『
哲
学
論
叢
』
第
十
一
輯
（
一
九
四
八
年
二
月
）

﹇
論
文
（
四
）﹈ ｢

近
代
科
学
の
成
立
の
精
神
史
的
性
格
に
つ
い
て
︱
ケ
プ
ラ
ー
の｢

天
文
学｣｣

『
基
礎
科
学
』
三
十
号 （
一
九
五
二
年

十
二
月
）

﹇
論
文
（
五
）﹈ ｢

ガ
リ
レ
イ
に
於
け
る“N

uove Scienze”

に
つ
い
て
︱
近
代
科
学
の
精
神
史
的
問
題
と
し
て｣

『
科
学
基
礎
論
研
究
』

一
巻
一
号
（
一
九
五
四
年
九
月
）
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五
四

﹇
論
文
（
六
）﹈ ｢

近
代
科
学
と
し
て
の｢

力
学｣

の
精
神
史
的
源
泉
に
つ
い
て
︱
ガ
リ
レ
イ
に
於
け
る“N

uove Scienze”

２｣

『
科

学
基
礎
論
研
究
』
一
巻
二
号
（
一
九
五
五
年
一
月
）

﹇
論
文
（
七
）﹈ ｢

精
神
史
と
し
て
の
近
代
科
学
史
序
説
︱
「
科
学
革
命
」
に
関
連
し
て｣

飯
塚
勝
久
・
工
藤
喜
作
・
斎
藤
博
・
沢
口

昭
聿
編
『
世
界
観
と
哲
学
の
原
理
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）

﹇
論
文
（
八
）﹈ ｢
科
学
と
哲
学
と
の
内
面
的
連
関
に
つ
い
て｣

『
基
礎
科
学
』
創
刊
号
（
一
九
四
七
年
十
月
）

﹇
論
文
（
九
）﹈ ｢
精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
に
つ
い
て｣

『
科
学
基
礎
論
研
究
』
一
巻
四
号 （
一
九
五
五
年
六
月
）

　

近
代
科
学
史
論
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
近
代
科
学
の
始
源
と
そ
の
発
展
、
近
代
科
学
と
魔
術
の
関
係
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ケ
プ
ラ
ー
、

ガ
リ
レ
イ
に
関
す
る
研
究
、
な
ら
び
に
近
代
科
学
の
成
立
と
科
学
革
命
を
テ
ー
マ
と
す
る
七
篇
を
選
び
、
他
方
、
科
学
史
論
考
の
論
文
に

つ
い
て
は
、
科
学
と
哲
学
の
内
面
的
連
関
、
精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
を
テ
ー
マ
と
す
る
二
篇
を
選
ん
だ
。
近
代
科
学
史
論
、
お
よ
び
科

学
史
論
考
の
全
九
篇
の
う
ち
論
文
（
七
）
を
除
い
て
、
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
の
期
間
、
時
期
区
分
で
い
う
第
三
期
に
集
中

し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
論
文
を
、
順
次
見
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

五
．
二　

近
代
科
学
の
始
源
に
つ
い
て
の
精
神
史
的
試
論

　

論
文
（
一
）
魔
術
に
関
す
る
論
文
は
、論
文
（
二
）
よ
り
も
二
年
前
に
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、

論
文
（
一
）
の
紹
介
は
略
す
。
魔
術
に
つ
い
て
は
、
論
文
（
二
）
の
な
か
で
、
論
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
要
点
を
捕
捉
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
ま
ず
戦
中
に
発
表
さ
れ
た ﹇
論
文
（
二
）﹈｢

近
代
科
学
の
始
源
に
つ
い
て
の
精
神
史
的
試
論｣

を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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当
該
論
文
の
目
次
構
成
は
全
七
節
、す
な
わ
ち
、｢

一　

近
代
科
学
の
世
界
史
的
性
格
に
つ
い
て｣

、｢

二　

起
源
の
問
題｣

、｢

三　

成
立｣

、

｢

四　

認
識
論
的
背
景｣

、｢

五　

形
而
上
学
的
系
譜｣

、｢

六　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
動
機｣

、な
ら
び
に｢

七　

技
術
家
の
人
間
学｣

か
ら
成
る
。

各
節
と
も
そ
の
テ
ー
マ
に
即
し
徹
底
し
た
考
察
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
一
、二
、三
、
お
よ
び
六
節
を
取
り
上
げ
、
近
代
科
学
の
成

立
に
関
す
る
四
つ
の
要
素
、
す
な
わ
ち
（
一
）
近
代
科
学
の
世
界
史
的
性
格
、（
二
）
近
代
科
学
の
起
源
の
問
題
、（
三
）
近
代
科
学
の
成

立
の
問
題
、（
四
）近
代
科
学
の
実
験
的
方
法
と
魔
術
に
絞
っ
て
、他
の
論
文
も
援
用
し
な
が
ら
、以
下
考
察
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
一
）
近
代
科
学
の
世
界
史
的
性
格　

　

下
村
は
、「
近
代
科
学
の
成
立
と
発
展
が
世
界
史
的
事
件
で
あ
り
、
世
界
史
的
意
義
を
も
つ
」
と
云
う
（
二
・
三
）。
こ
の｢

世
界
史
的

事
件｣

な
る
用
語
は
、
当
該
論
文
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
既
に
『
科
学
史
の
哲
学
』「
序
」
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア

の
「「
純
粋
数
学
」
の
形
成
は
﹇
中
略
﹈
世
界
史
的

0

0

0

0

事
件
で
あ
る
」（
一
・
一
四
四
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
数
学
の
形
成

と
近
代
科
学
の
成
立
と
発
展
と
で
は
、
学
問
の
性
格
や
、
宗
教
、
哲
学
、
政
治
、
経
済
等
と
の
関
係
や
影
響
も
異
な
り
、
両
者
の
世
界
史

的
意
義
に
つ
い
て
は
相
違
が
あ
ろ
う
。
近
代
科
学
の
成
立
に
お
け
る
世
界
史
的
意
義
に
つ
い
て
下
村
は
、
次
の
三
点
を
指
摘
す
る
。

　

第
一
に
近
代
科
学
は
近
代
そ
の
も
の
の
現
実
的
地
盤
を
形
成
し
た
こ
と
（
二
・
四
）、
第
二
に
新
し
き
世
界
の
構
造
や
そ
の
文
明
の
性
格

を
も
規
定
し
た
こ
と
（
二
・
四
）、第
三
に
こ
の
世
界
に
お
け
る
我
々
の
生
存
を
、国
家
の
実
存
性
そ
の
も
の
を
支
え
て
い
る
こ
と
（
二
・
七
）。

な
お
、
第
一
に
つ
い
て
は
、
近
代
科
学
は
世
界
的
世
界
の
基
体
を
形
成
し
た
こ
と
、
と
い
う
言
い
換
え
も
し
て
い
る
。
世
界
的
世
界
と
は
、

京
都
学
派
に
お
け
る
常
套
句
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
こ
れ
ら
三
点
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ

の
詳
細
は
略
す
。
近
代
科
学
の
世
界
史
的
意
義
を
考
察
す
べ
く
、
近
代
科
学
を
生
み
出
す
根
源
と
な
っ
た
歴
史
的
な
精
神
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
下
村
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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近
代
科
学
を
世
界
史
的
に
見
る
こ
と
は
、
単
に
近
代
科
学
の
世
界
史
的
結
果
を
で
な
く
、
近
代
科
学
自
身
の
世
界
史
的
生
成
を
見
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
の
結
果
に
お
い
て
で
な
く
、
そ
れ
の
背
景
に
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
の
源
泉
で
あ
る
精
神
が
歴
史
的
に
生
成
す

るD
ynam

ik
を
見
る
こ
と
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈
精
神
史
と
は
歴
史
的
事
象
を
そ
れ
の
背
後
あ
る
い
は
根
底
に
あ
る
精
神
の
表
現
表
出

と
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、
か
か
る
も
の
と
し
て
そ
れ
の
精
神
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
二
・
十
二
）

　

か
く
し
て
、
近
代
科
学
を
そ
れ
の
結
果
に
お
い
て
観
る
こ
と
、
あ
る
い
は
結
果
か
ら
そ
れ
を
推
論
し
類
推
す
べ
き
で
は
な
く
、
近
代
科

学
の
成
立
と
発
展
は
、
そ
の
背
景
を
な
す
精
神
を
問
題
と
す
る
精
神
史
が
要
求
さ
れ
る
と
す
る
。
ま
た
精
神
史
と
は
何
か
が
、
簡
潔
に
叙

述
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
た
。
近
代
科
学
の
世
界
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
科
学
革
命
の
概
念
と
対
比

す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
近
代
科
学
の
起
源
の
問
題
に
つ
い
て　

　

近
代
科
学
の
起
源
を
問
題
と
す
る
場
合
、
い
つ
の
時
期
、
ど
こ
の
場
所
で
起
こ
っ
た
の
か
、
ま
た
近
代
科
学
の
方
法
や
性
格
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
起
源
の
時
期
に
限
っ
て
も
、
単
に
時
間
的
始
源
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
見
出
さ
れ
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

下
村
に
よ
れ
ば
、「
近
代
科
学
の
起
源
」
を
問
題
に
す
る
場
合
、
古
代
や
中
世
の
学
問
と
根
本
的
に
区
別
す
る
も
の
を
見
出
す
必
要
が

あ
る
と
云
う
。
仮
に
そ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
起
源
」
は
限
り
な
く
遡
源
し
、
起
源
そ
の
も
の
が
無
意
味
と
な

ろ
う
。
起
源
が
「
特
に
歴
史
的

0

0

0

理
解
と
し
て
意
味
が
あ
る
た
め
に
は
」、
古
代
中
世
と
の
「
連
続
性
」
な
い
し
「
非
連
続
性
」
を
明
ら
か
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に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、「
こ
れ
は
他
か
ら
の
導
出
で
な
く
、
他
と
の
対
立
、
対
比
に
お
け
る
考
察
、
そ
れ
自
身
に
お
け
る
省
察
で

あ
る
」
と
述
べ
る
（
二
・
十
三
）。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
太
陽
中
心
説
（
地
動
説
）
を
例
示
し
、
中
世
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
天
文
学
に
対
し

て
は
確
か
に
新
し
い
理
論
で
あ
る
が
、「
古
代
中
世
に
対
立

0

0

す
る
意
味
で
の
近
世
の
理
論
の
始
め
と
は
言
い
得
な
い
」。
と
い
う
の
は
、
既

に
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
そ
の
先
駆
的
な
考
え
が
あ
り
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
自
身
も
そ
れ
に
負
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
地
球
が
運

動
す
る
と
い
う
命
題
の
思
想
的
意
味
、
そ
の
主
張
を
支
え
て
い
る
「
原
理
的
に
新
し
き
も
の
の
存
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
得
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
す
る
（
二
・
十
三
）。「
近
代
科
学
に
は
近
代
科
学
に
独
自
な
起
源

0

0

を
索
﹇
も
と
﹈
め
ざ
る
を
得
な
い
」
の
で
あ
る
（
二
・
十
五
）。

　

か
く
し
て
、「
科
学
の
歴
史
的
研
究
に
は
、
科
学
的
発
見
や
理
論
の
発
展
を
問
題
と
す
る
事
実
史
と
は
別
に
」、
そ
れ
の
「
根
底
に
お
い

て
支
え
て
い
る
」、「
あ
る
い
は
そ
れ
の
背
後
に
存
す
る
精
神
を
問
題
と
す
る
科
学
の
精
神
史
が
区
別
さ
る
べ
き
理
由
が
あ
る
。
こ
の
立
場

で
初
め
て
近
代
科
学
の
起
源
の
問
題
が
」
究
明
で
き
る
と
云
う
（
二
・
十
三
︱
十
四
）。
こ
う
し
た
表
現
を
下
村
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
お

り
、
前
項
（
一
）「
近
代
科
学
の
世
界
史
的
性
格
」
で
も
見
ら
れ
た
（
二
・
十
二
を
指
す
）。

（
三
）
近
代
科
学
の
成
立
の
問
題
に
つ
い
て　

　

近
代
科
学
の
「
起
源
の
問
題
」
の
次
に
近
代
科
学
の
「
成
立
の
問
題
」
を
扱
っ
て
い
る
。
要
約
が
や
や
長
く
な
る
が
、起
源
と
は
何
か
、

成
立
と
は
何
を
も
っ
て
示
さ
れ
る
の
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
叙
述
さ
れ
た
重
要
箇
所
で
あ
る
。
下
村
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

個
々
の
科
学
的
発
見
や
発
明
に
お
い
て
、
そ
れ
が
起
源
を
示
す
と
認
定
さ
れ
る
に
は
、
原
理
的
な
意
味
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
実
上
、「
起
源
は
結
果
か
ら
遡
源
し
て
発
見
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
故
、「
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
自
身
に
お
い
て
確
定
的
な
る
も
の
で
は
な

い
」。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
科
学
的
発
見
や
発
明
は
そ
れ
自
身
と
し
て
は
単
な
る
事
実
上
以
上
の
意
味
を
も
た
ず
、「
後
に
至
っ
て
形
成
せ

ら
れ
た
全
体
系
﹇
普
遍
的
原
理
と
体
系
の
組
織
化
、
引
用
者
﹈
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
近
代
科
学
の
成
立
」
の
意
味
を
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も
ち
得
る
こ
と
と
な
る
、
と
指
摘
す
る
（
二
・
十
六
）。

　

ま
た
、
或
る
発
見
や
発
明
の
起
源
の
当
初
に
お
い
て
は
、「
未
だ
決
定
的
な
方
向
も
分
明
せ
ず
」、
従
っ
て
、「
そ
れ
の
意
味
は
多
義
的
」

で
あ
る
。「
そ
れ
故
、起
源
の
探
究
に
お
い
て
は
新
し
き
個
々
の
事
実
そ
の
も
の
よ
り
は
そ
れ
に
付
随
す
る
新
し
き
考
え
方
、新
し
き
方
法
、

あ
る
い
は
新
し
き
論
理
」
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
事
実
の
始
原
的
意
義
が
成
立
す
る
、と
指
摘
す
る
（
二
・

十
七
）。

　

下
村
は
、
近
代
科
学
の
世
界
史
的
事
態
を
引
き
起
こ
す
動
機
と
な
っ
た
も
の
は
何
で
あ
る
か
と
問
う
。
近
代
科
学
の
独
自
の
性
格
と
し

て
、「
実
験
的
方
法
」（
二
・
二
十
三
）
と
「
精
密
科
学
」﹇
数
学
的
方
法
﹈
と
い
う
認
識
論
的
理
念
（
二
・
二
十
一
）
の
二
点
で
あ
る
と
述
べ
る
。

こ
の
近
代
科
学
に
お
け
る
数
学
的
方
法
と
結
び
つ
い
た
実
験
的
方
法
は
、
中
世
科
学
の
実
験
と
は
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
（
後
述
）。

　

こ
う
し
て
、
近
代
科
学
に
お
い
て
重
要
な
実
験
的
方
法
と
精
密
科
学
を
軸
に
し
て
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
、
ケ
プ
ラ
ー
の
惑
星
運

動
、
ガ
リ
レ
イ
の
自
由
落
下
と
投
射
体
の
運
動
、
な
ら
び
に
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
物
理
学
が
略
述
さ
れ
る
）
22
（

。
な
お
、
こ
こ
で
は
近
代
科
学
の

成
立
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
果
た
し
た
役
割
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
記
す
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ケ
プ
ラ
ー
の
天
上
（
惑
星
）
の
運
動
法
則
は
数
学
的
形
式
で
表
さ
れ
、
こ
こ
に
「「
精
密
科
学
」
と
い
う
認
識
論
的
理
念
が
形
成
」
さ

れ
た
（
二
・
二
十
）、
ま
た
ガ
リ
レ
イ
が
地
上
物
体
の
実
験
的
方
法
を
確
立
し
た
。
し
か
る
に
、
ケ
プ
ラ
ー
の
惑
星
法
則
は
、
天
体
運
動
を

問
題
と
し
、
他
方
、
ガ
リ
レ
イ
の
実
験
的
方
法
は
地
上
の
物
理
学
の
方
法
で
あ
る
。
ケ
プ
ラ
ー
に
お
け
る
天
上
の
運
動
法
則
の
定
式
化
と

ガ
リ
レ
イ
に
お
け
る
地
上
の
運
動
法
則
の
定
式
化
の
綜
合
は
、ニ
ュ
ー
ト
ン
の『
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
』（
一
六
八
七
年
）に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。

　

近
代
科
学
の
「
全
体
系
を
組
織
し
得
る
普
遍
的
原
理
の
形
成
と
こ
の
原
理
か
ら
の

0

0

0

体
系
の
組
織
化
」
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
完
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。「
近
代
科
学
が
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
「
自
然
」
科
学
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
「
物
理
学
」
を
そ
れ
の
典
型

と
し
物
理
学
へ
の
還
元
を
そ
れ
の
究
極
的
方
法
と
す
る
普
遍
的
学
問
の
体
系
と
理
念
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
」（
二
・
二
十
九
）
）
23
（

。
次
に
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実
験
的
方
法
と
魔
術
に
つ
い
て
、
見
て
み
よ
う
。

（
四
）
近
代
科
学
の
実
験
的
方
法
と
魔
術
に
つ
い
て　

　

一
般
に
魔
術
と
い
え
ば
科
学
と
は
対
立
す
る
も
の
、
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
魔
術
は
科
学
以
前
の
も
の
、
反
科
学
的
、
非
科
学
的

の
も
の
で
あ
る
。
魔
術
は
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
近
代
科
学
が
確
立
さ
れ
て
以
降
、
成
立
し
た
観
念
で
あ
る
。

　

下
村
に
よ
れ
ば
、
近
代
科
学
の
方
法
と
さ
れ
て
い
る
実
験
的
方
法
は
魔
術
的
方
法
を
そ
の
起
源
に
し
て
い
る
と
云
う
。
実
験
的
方
法
の

起
源
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
科
学
以
前
に
遡
源
し
て
魔
術
思
想
と
の
関
係
を
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

魔
術
が
実
験
的
方
法
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
単
に
前
者
か
ら
後
者
に
進
化
・
進
歩
・
推
移
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
実
験
的

方
法
は
本
来
魔
術
の
方
法
で
あ
っ
た

0

0

0

の
で
あ
り
、
魔
術
の
方
法
か
ら

0

0

生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
験
的
方
法
そ
の
も
の
の
中
に
魔

術
的
精
神
が
現
存
す
る
こ
と
を
認
め
、
魔
術
の
性
格
の
転
換
と
し
て
実
験
的
方
法
が
成
立
し
た
と
言
お
う
と
す
る
の
で
あ
る
（
二
・

六
十
一
）。

次
い
で
、
実
験
的
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
ス
コ
ラ
哲
学
と
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
法
の
革
新
性
と
は
何
で
あ
る
か
を
、
次
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
「
実
験
的
方
法
を
自
覚
的
に
新
し
き
学
問
の
方
法
と
し
、従
来
の
伝
統
的
な
ス
コ
ラ
学
の
概
念
的
論
証
的
方
法
」（
二
・
五
十
）
に
対
し
て
、

「
初
め
て
、
推
論

0

0

に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
な
い
領
域
の
認
識
に
実
験
的
方
法
を
要
求
し
た
の
は
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ベ
ー
コ
ン
で
あ
る
が
、
ベ
ー

コ
ン
の
時
代
に
お
い
て
は
、
実
験
家
は
魔
術
家
で
あ
っ
た
」（
一
・
二
九
七
）。「
実
験
科
学
が occult science 

と
呼
ば
れ
た
」
の
は
、「
実



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
二
十
一
号

六
〇

験
的
方
法
は
、
単
に
自
然
の
観
察
で
な
く
、
外
か
ら
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
の
内
部
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
引
き
出
し
、
外
化
す
る
方

法
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
一
・
二
九
八
）。
こ
こ
に
近
代
科
学
成
立
の
基
盤
で
魔
術
が
重
大
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

ス
コ
ラ
哲
学
の
概
念
的
・
論
証
的
方
法
か
ら
実
験
的
方
法
へ
の
転
換
が
根
本
的
に
重
要
で
あ
っ
て
、
魔
術
的
方
法
が
媒
介
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
科
学
史
・
思
想
史
的
観
点
か
ら
興
味
深
い
の
は
そ
の
先
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
科
学
の
方
法
と
し
て
の
実
験
的

方
法
は
機
械
の
形
成
と
内
的
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
機
械
︱
実
験
は
機
械
を
媒
介
に
し
て
行
わ
れ
る
︱
と
魔
術
思
想
と
の
内
的

連
関
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
下
村
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

実
験
す
る
こ
と
は
単
に
自
然
を
観
察
す
る
こ
と
で
な
く
、
自
然
を
分
解
し
分
析
し
、
い
わ
ば
自
然
の
骨
格
を
摘
出
し
、
自
然
の
内
的

組
織
に
立
ち
入
る
方
法
で
あ
る
。
機
械
の
形
成
は
そ
の
認
識
の
結
果
と
し
て
の
所
産
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈
近
代
に
お
い
て
は
自
然
は

単
に
そ
れ
自
身
に
お
い
て
あ
る
も
の
、
生
ま
れ
た
る
も
の
で
な
く
、
創
ら
れ
た
る
も
の
、
機
械
で
あ
る
。
そ
の
限
り
自
然
的
で
な
く

む
し
ろ
超
自
然
的
な
る
も
の
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈
単
な
る
道
具
や
機
具
、
あ
る
い
は
よ
り
一
般
的
に
言
っ
て
、
自
然
物
の
類
比
や
模

倣
や
加
工
に
お
い
て
で
き
る
機
械
で
な
く
、
む
し
ろ
自
然
の
再
編
成
、
再
構
成
の
意
味
を
も
つ
如
き
機
械
が
初
め
て
近
代
的
な
機
械

で
あ
る
（
二
・
四
十
九
）。

い
さ
さ
か
引
用
が
長
く
な
っ
た
。
下
村
に
よ
れ
ば
、
機
械
と
は
、
身
体
の
延
長
と
し
て
の
道
具
や
器
具
で
は
な
く
、
単
に
自
然
の
模
倣
や

自
然
物
の
利
用
で
は
な
く
、
自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
再
編
成
し
、
再
構
成
し
、
自
然
的
に
も
っ
て
い
る
以
上
の
能
力
を
も
つ
機
械
の
こ
と

を
指
す
。
端
的
に
は
、
機
械
の
形
成
は
自
然
の
再
創
造
で
あ
る
。
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か
く
し
て
、
近
代
的
な
機
械
の
形
成
︱
自
然
の
再
編
成
、
再
構
成
︱
は
、
魔
術
的
精
神
を
動
機
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
下
村

の
機
械
観
が
見
て
と
れ
る
）
24
（

。

　

魔
術
が
直
ち
に
実
験
的
方
法
に
な
る
の
で
は
な
く
、
魔
術
が
科
学
的
方
法
に
転
換
さ
れ
た
過
程
を
歴
史
的
に
明
か
に
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
い
て
魔
術
が
最
も
流
行
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
当
時
下
村
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
哲
学
と
科
学

と
芸
術
と
を
相
互
関
連
的
に
捉
え
直
し
精
神
史
的
立
場
か
ら
究
明
す
る
こ
と
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
代
科
学
の
成
立
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
も
重
大
な
歴
史
的
事
件
と
し
て｢

科
学
革
命｣

と
い
う
概
念
を
、
提
唱
し

た
歴
史
家
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（
一
九
〇
〇
︱
一
九
七
九
）
は
、
そ
の
著
『
近
代
科
学
の
誕
生
』（
一
九
四
九
年
初
版
、
一
九
五
七
年
再
版
）

の
第
五
章｢

実
験
的
方
法
の
確
立
︱
十
七
世
紀
に
お
け
る
展
開｣

の
な
か
で
、
実
験
的
方
法
と
数
学
的
方
法
と
の
連
関
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
（
一
四
四
）。
こ
の
件
に
限
っ
て
言
え
ば
、
先
述
の
と
お
り
下
村
も
指
摘
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
験
的
方
法
に
つ
い
て
、

バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
同
書
・
第
五
章
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

近
代
力
学
の
出
発
点
を
な
す
慣
性
法
則
の
発
見
を
取
り
上
げ
、
ガ
リ
レ
イ
は
慣
性
法
則
を
定
式
化
す
る
に
は
い
た
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る｢

円
慣
性｣

の
法
則
に
止
ま
っ
た
。
慣
性
法
則
は
実
験
を
精
密
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
発
見
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、運
動
の
「
幾
何
学
化
」

に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
（
一
三
八
）。
実
験
的
方
法
に
つ
い
て
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
中
世
に
も
実
験
の
重
要
性
が
説

か
れ
た
こ
と
（
第
一
章｢

い
き
お
い
の
理
論｣

十
九
︱
四
一
）、
ギ
リ
シ
ア
人
の
自
然
哲
学
の
背
景
に
ま
ず
実
験
と
観
察
が
あ
っ
た
こ
と

を
見
抜
い
た
り
す
る
人
々
が
い
た
こ
と
（
一
四
七
）、
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
の
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
で
実
験
が
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て

い
る
が
（
一
三
二
）、
そ
の
実
験
的
方
法
が
ど
の
よ
う
に
し
て
確
立
さ
れ
た
か
は
論
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
彼
は
近
代
科
学
の
方
法
と
し

て
の
実
験
的
方
法
し
か
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
下
村
は
、
実
験
的
方
法
の
起
源
を
、
科
学
以
前
に
遡
源
し
て
魔
術
と

の
結
び
つ
き
を
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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魔
術
が
科
学
思
想
史
研
究
に
お
い
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ワ
ー
ル
ブ
ル
ク
派

の
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
『
フ
ィ
チ
ー
ノ
か
ら
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
に
至
る
精
気
魔
術
と
ダ
イ
モ
ン
魔
術
』（
一
九
五
八
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
し
て
魔

術
︱
ヘ
ル
メ
ス
主
義
︱
と
近
代
科
学
と
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
同
じ
ワ
ー
ル
ブ
ル
ク
派
の
イ
エ
ー
ツ
の
『
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
と

ヘ
ル
メ
ス
主
義
の
伝
統
』（
一
九
六
四
年
）
と
い
う
著
作
に
お
い
て
で
あ
る
（
二
・
四
六
〇
）。
こ
う
し
た
イ
エ
ー
ツ
の
ヘ
ル
メ
ス
主
義
伝
統

と
近
代
科
学
の
連
続
性
の
要
素
だ
け
を
強
調
す
る
主
張
に
対
し
、
ロ
ッ
シ
は
批
判
し
て
い
る
）
25
（

。

　

以
上
、 ﹇
論
文
（
二
）﹈｢
近
代
科
学
の
始
源
に
つ
い
て
の
精
神
史
的
試
論｣

に
お
い
て
、
近
代
科
学
の
起
源
と
そ
の
発
展
に
関
す
る
四
つ

の
要
素
、
つ
ま
り
世
界
史
的
性
格
、
起
源
の
問
題
、
成
立
の
問
題
、
実
験
的
方
法
と
魔
術
を
中
心
に
見
て
き
た
。
次
に
、
当
該
論
文
の
続

編
を
見
て
み
よ
う
。

五
．
三　

近
代
科
学
史
論
の
続
編
論
文　

︱
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ケ
プ
ラ
ー
、
ガ
リ
レ
イ
︱　

　

戦
中
の
﹇
論
文
（
二
）﹈｢

近
代
科
学
の
始
源
に
つ
い
て
の
精
神
史
的
試
論｣

の
続
編
と
し
て
、
戦
後
に
﹇
論
文
（
三
）﹈｢

近
代
科
学
史
論

序
説
︱
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
を
中
心
と
し
て｣

、﹇
論
文
（
四
）﹈｢
近
代
科
学
の
成
立
の
精
神
史
的
性
格
に
つ
い
て
︱
ケ
プ
ラ
ー
の｢

天
文
学｣｣

、

﹇
論
文
（
五
）﹈｢

ガ
リ
レ
イ
に
於
け
る“N

uove Scienze”

に
つ
い
て
︱
近
代
科
学
の
精
神
史
的
問
題
と
し
て｣

、な
ら
び
に
﹇
論
文
（
六
）﹈

｢

近
代
科
学
と
し
て
の｢

力
学｣

の
精
神
史
的
源
泉
に
つ
い
て
︱
ガ
リ
レ
イ
に
於
け
る“N

uove Scienze”

２｣

と
い
う
一
連
の
論
文
が

発
表
さ
れ
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、﹇
論
文
（
三
）﹈
は
そ
の
要
点
に
止
め
、﹇
論
文
（
四
）﹈
の
内
容
紹
介
し
、﹇
論
文
（
五
）﹈
と
﹇
論

文
（
六
）﹈
は
略
す
。
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（
一
）
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
天
文
学

　
﹇
論
文
（
三
）﹈
は
、
題
名
を｢

近
代
科
学
史
序
説｣

、
そ
の
副
題
を｢

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
を
中
心
と
し
て｣

に
も
つ
。
論
文
の
前
半｢

近

代
科
学
史
序
説｣

と
後
半
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
天
文
学
思
想
か
ら
な
る
。
前
半
で
は
、「
近
代
科
学
の
性
格
」、「
近
代
科
学
の
精
神
的
背
景
」

が
叙
述
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、﹇
論
文
（
二
）﹈
の
内
容
と
重
な
り
、
同
論
文
全
頁
数
の
有
に
半
分
を
超
え
る
。
後
半
の
考

察
に
あ
た
っ
て
下
村
は
、特
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（F.R

.Johnson

）
の
著
作Astronom

ical Thought in Renaissance England, 1937

（
ル

ネ
サ
ン
ス
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
天
文
学
思
想
）
を
主
な
典
拠
と
し
な
が
ら
叙
述
を
進
め
て
い
る
（
二
・
一
四
一
）。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
天
文

学
思
想
の
新
し
さ
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
そ
れ
は
革
新
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
を
問
う
。
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
天
文
学
の
新
し
さ
は
座
標
の
中

心
を
地
球
か
ら
太
陽
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
単
純
化
に
成
功
し
た
こ
と
に
、
歴
史
的
意
義
が
あ
る
と
強
調
す
る
（
二
・
一
四
七
︱

一
五
一
）。

（
二
）
ケ
プ
ラ
ー
の
惑
星
運
動
の
法
則　

　
﹇
論
文
（
四
）﹈
は
、
ケ
プ
ラ
ー
の
惑
星
運
動
の
三
法
則
発
見
に
導
い
た
形
而
上
学
的
理
念
（
二
・
一
六
六
）
に
着
目
し
つ
つ
、
近
代
科

学
成
立
の
歴
史
的
性
格
、
精
神
史
的
立
場
か
ら
ケ
プ
ラ
ー
の
惑
星
法
則
が
論
述
さ
れ
る
）
26
（

。

　

ケ
プ
ラ
ー
の
名
は
、
惑
星
運
動
の
三
法
則
の
発
見
と
そ
の
定
式
化
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ケ
プ
ラ
ー
は
最
初
の
著
作
『
宇
宙
誌

の
神
秘
』（
一
五
九
六
年
）
に
お
い
て
、
コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
理
論
の
哲
学
的
基
礎
づ
け
を
企
て
、
惑
星
軌
道
の｢

数
と
大
き
さ
と
運
動｣

（
同
書

｢

序｣

）
と
い
う
三
つ
の
問
題
を
探
究
す
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
問
題
を｢
数
学
的
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
証
明
し
、
そ
の
証
明
を
神
秘
的
な
る

神
意
か
ら
導
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る｣

（
二
・
一
六
三
）。
最
初
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ケ
プ
ラ
ー
は
惑
星
の
数
は
な
ぜ
六
な
の
か
、

惑
星
の
相
互
の
配
置
の
関
係
は
何
に
よ
る
か
。
こ
の
問
い
そ
の
も
の
が
、｢

ケ
ブ
ラ
ー
の
天
文
学
的
思
惟
の
性
格
を
端
的
に
示
す｣

（
二
・
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一
六
四
）。
六
惑
星
と
五
つ
の
正
多
面
体
と
が
交
互
に
内
外
接
す
る
と
い
う
宇
宙
模
型
を
提
示
す
る
。
こ
の
宇
宙
模
型
は
、
神
の
創
造
の

計
画
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ケ
プ
ラ
ー
は
示
そ
う
と
す
る
（
二
・
一
六
二
）。
二
番
目
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
惑
星
天
球
距
離
と
コ
ベ
ル
ニ

ク
ス
の
観
測
値
と
を
比
較
し
て
い
る
。
三
番
目
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
惑
星
の
公
転
周
期
と
太
陽
か
ら
の
距
離
と
或
る
比
例
関
係
を
論
じ

て
、
太
陽
と
惑
星
と
の
間
に
力
の
関
係
が
在
る
と
し
て
、
天
界
運
動
の
力
学
的
説
明
の
思
想
が
出
現
す
る
。
そ
れ
は
太
陽
の｢

霊
魂｣

と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
二
・
一
七
〇
）。
こ
の
問
題
は
後
に
解
決
さ
れ
る
。

　

ケ
プ
ラ
ー
は
、
第
二
主
著
『
新
天
文
学
』（
一
六
〇
九
年
） （
フ
ル
タ
イ
ト
ル
は
、『
原
因
か
ら
論
究
さ
れ
た
る
新
天
文
学
、
あ
る
い
は
テ
ィ

コ
・
ブ
ラ
ー
エ
氏
の
観
測
に
基
づ
く
火
星
の
運
動
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
た
る
天
空
物
理
学
』）
に
お
い
て
、
ま
ず
面
積
法

則
（
第
二
法
則
）、
次
い
で
楕
円
軌
道
（
第
一
法
則
）
を
提
示
す
る
。

　

ケ
プ
ラ
ー
は
、
太
陽
と
軌
道
上
の
惑
星
と
を
結
ぶ
半
径
が
単
位
時
間
に
掃
く
面
積
は
す
べ
て
等
し
い
と
い
う
面
積
法
則
（
第
二
法
則
）

を
定
式
化
し
た
。
惑
星
の
運
動
が
太
陽
に
近
づ
く
ほ
ど
速
く
、
遠
ざ
か
る
と
遅
く
な
る
と
い
う
不
規
則
さ
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
考
究

し
た
。
そ
し
て
、
惑
星
軌
道
が
円
で
あ
る
か
に
疑
問
を
抱
き
、
最
初
卵
形
と
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
楕
円
軌
道
（
第
一
法
則
）
を
発

見
す
る
に
至
る
。
こ
れ
ら
の
法
則
の
発
見
は
、
惑
星
を｢
動
か
す
力
の
座
が
世
界
の
心
臓
と
し
て
の
太
陽
に
あ
る
と
い
う
思
弁
的
理
念
に

導
か
れ
て
い
る｣

（
二
・
一
六
八
）。

　

ケ
プ
ラ
ー
の
調
和
法
則
（
第
三
法
則
）
は
、
第
三
主
著
『
世
界
の
調
和
』（
一
六
一
九
年
）
に
お
い
て
、
定
式
化
さ
れ
る
。
こ
の
法
則
の

発
見
も
観
測
か
ら
の
帰
納
で
は
な
く
、世
界
の
調
和
の
理
念
か
ら
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ケ
プ
ラ
ー
に
と
っ
て
ハ
ル
モ
ニ
ア
（
調
和
、

和
声
）
の
概
念
は
普
遍
的
原
理
で
あ
る
（
二
・
一
七
二
）。
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
派
が
天
体
の
軌
道
の
秩
序
、
階
層
の
調
和
を
協
和
音
の
音
程
に

対
応
さ
せ
た
思
想
を
、
数
量
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
ケ
プ
ラ
ー
の
課
題
で
あ
っ
た
（
二
・
一
五
七
）。
二
惑
星
の
周
期
の
比
は
、
そ
れ
ら
の

平
均
距
離
の
二
分
の
三
乗
の
比
に
な
る
と
い
う
調
和
法
則
（
第
三
法
則
）
を
発
見
す
る
。
二
三
年
前
の
『
宇
宙
誌
の
神
秘
』
で
は
、
未
解
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決
で
あ
っ
た
三
番
目
の
問
題
が
解
決
を
み
た
の
で
あ
る
。

　

ケ
ブ
ラ
ー
の
天
文
学
は
、
そ
の
根
拠
に
形
而
上
学
的
理
念
お
よ
び
宗
教
的
信
条
（
牧
師
を
志
す
）
の
上
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
が
惑
星
運
動
の
原
因
と
し
て
太
陽
の｢

霊
魂｣

を
考
え
た
の
は
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
影
響
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
ア
ニ
ミ
ニ
ズ
ム

を
超
え
て
動
力
学
的
な
考
察
へ
と
進
め
た
。
力
の
概
念
の
導
入
が
、
天
界
の
物
理
学
の
形
成
に
原
理
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

か
く
し
て
、
ケ
ブ
ラ
ー
の
天
文
学
の
誕
生
に
は
合
理
主
義
で
は
な
く
、
形
而
上
学
的
理
念
の
指
導
原
理
な
く
し
て
成
立
し
得
な
か
っ
た

と
し
、
彼
の
業
績
そ
の
も
の
の
根
拠
と
な
っ
た
思
想
を
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。｢

近
代
科
学
の
い
わ
ゆ
る
合
理
主
義
の
性
格
と
起

源
が
あ
ら
た
め
て
反
省｣

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
二
・
一
六
六
︱
一
六
七
）。
次
に
、
時
代
を
下
る
が
、
事
実
上
、
近
代
科
学

史
論
に
関
す
る
最
後
の
論
文
と
な
る｢
精
神
史
と
し
て
の
近
代
科
学
史
序
説｣

を
見
て
み
よ
う
。

（
三
）
精
神
史
と
し
て
の
近
代
科
学
史
序
説
︱
「
科
学
革
命
」
に
関
連
し
て

　
﹇
論
文
（
七
）﹈「
精
神
史
と
し
て
の
近
代
科
学
史
序
説
︱
「
科
学
革
命
」
に
関
連
し
て
」
を
、
下
村
の
高
弟
・
永
井
博
還
暦
記
念
論
文
集

で
あ
る
飯
塚
勝
久
・
工
藤
喜
作
・
斎
藤
博
・
沢
口
昭
聿
編
『
世
界
観
と
哲
学
の
原
理
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
に
寄
稿
し
て

い
る
。
近
代
科
学
の
成
立
と
科
学
革
命
と
の
関
連
を
始
め
と
し
て
、
近
代
科
学
の
起
源
の
問
題
、
機
械
観
、
お
よ
び
実
験
的
方
法
と
魔
術

の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
精
神
史
と
し
て
の
近
代
科
学
史
を
総
括
的
に
論
述
さ
れ
て
い
る
論
考
で
あ
る
。
な
お
、
起
源
の
問
題
、
機
械
観
、

実
験
的
方
法
と
魔
術
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
と
重
な
る
の
で
、
略
す
。
ま
ず
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
科
学
革
命
説
に
対
す
る
下

村
の
批
評
、
次
に
近
代
科
学
を
特
色
づ
け
る
自
然
科
学
の
理
念
に
つ
い
て
、
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

近
代
科
学
の
成
立
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
も
重
大
な
歴
史
的
事
件
と
し
て｢
科
学
革
命｣

と
い
う
概
念
を
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
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が
『
近
代
科
学
の
誕
生
』
と
い
う
著
作
に
お
い
て
、
提
唱
し
た
（
先
述
）。
彼
に
よ
れ
ば
、
近
代
科
学
の
成
立
に
お
け
る
科
学
革
命
は
キ

リ
ス
ト
教
の
出
現
以
来
の
歴
史
的
事
件
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
）
27
（

。

こ
の
革
命
は
、
中
世
の
み
な
ら
ず
古
代
世
界
の
科
学
に
お
け
る
権
威
を
覆
し
、
ま
た
、
ス
コ
ラ
哲
学
を
葬
り
去
っ
た
ば
か
り
か
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然
学
を
も
潰
滅
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
出
現
以
来
の
他
に
例
を
見
な
い
目
覚
ま
し
い
出
来

事
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
ル
ネ
サ
ン
ス
や
宗
教
改
革
も
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
挿
話
的
な
事
件
、
内
輪

の
交
替
劇
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
物
理
的
宇
宙
の
図
式
と
人
間
生
活
そ
の
も
の
の
構
成
を
一
新
す
る
と

と
も
に
、
形
而
上
学
の
領
域
に
お
い
て
も
、
思
考
習
慣
の
性
格
を
一
変
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
革
命
は
、
近
代
世
界
と
近
代
精

神
の
真
の
生
み
の
親
と
し
て
大
き
く
浮
か
び
上
っ
て
き
た
た
め
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
従
来
の
時
代
区
分
は
時
代
錯
誤
と
な
り
、

邪
魔
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
十
四
）。

バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
や
宗
教
改
革
を
も
っ
て
「
近
代
」
の
始
ま
り
と
す
る
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
時
代
区
分
に
対
し
根

本
的
な
見
直
し
を
要
求
し
、「
科
学
革
命
」
こ
そ
、
近
代
を
近
代
た
ら
し
め
る
決
定
的
な
契
機
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と

主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

下
村
は
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
科
学
革
命
に
つ
い
て
は
、
科
学
史
家
で
な
く
一
般
歴
史
家
に
よ
る
最
初
の
科
学
史
だ
っ
た
こ
と
や
、

科
学
革
命
を
キ
リ
ス
ト
教
出
現
以
来
の
歴
史
的
事
件
だ
っ
た
こ
と
、
と
い
う
一
定
の
批
評
を
下
し
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

近
代
科
学
の
成
立
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
も
重
大
な
歴
史
的
事
件
と
し
て｢

科
学
革
命｣

と
い
う
概
念
を
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

は
提
唱
し
た
が
、
彼
は
科
学
革
命
を
単
に｢

考
え
方｣

の
転
換
と
し
て
か
理
解
し
て
い
な
く
、
こ
れ
は
精
神
史
的
次
元
に
お
い
て
捉
え
直
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し
、
深
く
掘
り
下
げ
て
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
下
村
は
批
判
す
る
（
二
・
二
六
八
）。
そ
れ
で
は
、
近
代
科
学
の
成
立
と
科
学
革
命

の
関
連
に
つ
い
て
は
、
下
村
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

近
代
科
学
が
科
学
革
命
で
あ
る
の
は
認
識
論
的
性
格
の
変
革
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
学
問
理
念
の
変
革

で
あ
る
。
近
代
科
学
が
初
め
て
「
科
学
」
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
哲
学
以
外
に
科
学
と
い
う
学
問
は
な
か
っ
た
。

こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
著
作
の
な
か
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
史

に
お
い
て
、
伝
統
的
な
哲
学
と
は
独
立
な｢

科
学｣

の
成
立
そ
の
こ
と
が｢

科
学
革
命｣

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
史
の

根
幹
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、
哲
学
、
宗
教
、
芸
術
等
の
関
り
を
も
つ
精
神
史
の
問
題
で
あ
る
（
二
・
二
七
〇
）。

　

近
代
科
学
を
特
色
づ
け
る
も
の
は
自
然
科
学
で
あ
る
。
近
代
科
学
は
自
然
科
学
と
し
て
成
立
し
た
だ
け
で
な
く
、
一
切
の
も
の
を
自
然

と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
人
間
を
も
、
人
間
社
会
を
も
含
め
て
自
然
化
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
。
一
切
の
科

学
を
体
系
的
に
組
織
す
る
こ
と
を
根
本
理
念
と
す
る
（
二
・
二
七
四
）。
近
代
の
社
会
科
学
も
こ
の
理
念
の
下
に
出
発
し
た
。
な
お
、
近
代

の
社
会
科
学
の
成
立
に
関
す
る
問
題
は
、
示
唆
に
止
ま
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

　

こ
う
し
た
近
代
科
学
の
成
立
と
い
う
事
態
が
い
か
に
し
て
可
能
と
な
っ
た
の
か
、
可
能
と
な
り
得
た
の
か
、
近
代
科
学
成
立
後
の
発
展

に
よ
っ
て
何
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
根
源
に
お
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
精
神
史
と
し
て
の
近
代
科
学
史
の
根
本
問
題
で
あ
る
と
下
村
は

云
う
（
二
・
二
七
二
）。
次
に
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
科
学
革
命
の
問
題
提
起
を
め
ぐ
る
科
学
史
研
究
の
動
向
の
一
端
を
見
て
み
よ
う
。

（
四
）
わ
が
国
に
お
け
る
科
学
革
命
の
問
題
提
起
を
め
ぐ
っ
て

　

わ
が
国
の
一
九
六
〇
年
前
後
の
科
学
革
命
に
関
す
る
科
学
史
研
究
の
動
向
の
一
端
、
一
九
六
〇
年
、
日
本
科
学
史
学
会
で
、｢

科
学
革

命
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｣

が
催
さ
れ
、科
学
革
命
の
概
念
や
そ
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
討
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。そ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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科
学
革
命
と
い
う
用
語
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
『
近
代
科
学
の
誕
生
』
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
科
学
革
命
と
い
う
用
語
を
初
め
て
用
い
た
の
は
、
科
学
史
家
コ
イ
レ
が
、
一
九
四
三
年
に
発
表
し
た
「
ガ
リ
レ
イ
と
プ
ラ
ト
ン
」
と

い
う
論
文
の
な
か
で
、「
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
の
名
は
十
六
世
紀
の
科
学
革
命
と
不
可
分
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
革
命
こ

そ
は
ギ
リ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
コ
ス
モ
ス
の
概
念
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
以
来
、
人
間
思
想
の
最
も
奥
深
い
革
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る
」
と
述
べ

た
こ
と
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と
つ
の｢

根
本
的
な
知
的
「
突
然
変
異
」」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
）
28
（

。
コ
イ
レ
の

科
学
革
命
説
は
、
科
学
思
想
史
上
の
重
要
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
先
駆
的
な
概
念
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）
29
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
で
も
、
一
九
五
〇
年
以
降
に
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
科
学
革
命
説
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
、
科
学
革
命
に
関
す

る
論
文
が
発
表
さ
れ
始
め
る
。
科
学
史
研
究
の
文
献
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
次
に
挙
げ
る
。

青
木
靖
三｢

ガ
リ
レ
イ
の
自
然
落
下
法
則
の
発
見
に
つ
い
て
の
一
試
論｣

『
科
学
史
研
究
』
二
十
九
号
（
一
九
五
四
年
）。
同
著
『
ガ

リ
レ
イ
の
道
︱
近
代
科
学
の
源
流
』（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
再
録
。

伊
東
俊
太
郎｢

近
代
科
学
成
立
史
論｣

（
上
）（
下
）、『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
』
第
十
八
輯
（
一
九
五
九
年
）、
第

二
十
輯
（
一
九
六
〇
年
）。『
伊
東
俊
太
郎
著
作
集
』
第
一
巻
（
麗
澤
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
に
再
録
。

荻
原
明
男｢

十
七
世
紀
〝
科
学
革
命
〞
論
の
形
成
と
そ
の
諸
問
題｣

『
科
学
史
研
究
』
五
十
三
号
（
一
九
六
〇
年
）。

コ
イ
レ
『
閉
じ
た
世
界
か
ら
無
限
宇
宙
へ
』（
一
九
五
七
年
）。
同
題
で
邦
訳
あ
り
、
横
山
雅
彦
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
。

ラ
ン
ダ
ル
ほ
か
『
科
学
革
命
の
新
研
究
』
渡
辺
正
雄
、
青
木
靖
三
、
荻
原
明
男
、
伊
東
俊
太
郎
訳
（
日
新
出
版
、
一
九
六
一
年
）、

同
書
は
邦
訳
論
文
集
で
あ
る
。
下
村
が｢

序
の
こ
と
ば｣

（
一̶

五
）
を
寄
せ
て
い
る
。

日
本
科
学
史
学
会
編
『
科
学
革
命
』（
森
北
出
版
、
一
九
六
一
年
）。
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右
記
、
青
木
、
伊
東
、
荻
原
の
論
文
三
篇
は
、
い
ず
れ
も
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
著
作
へ
の
言
及
が
あ
る
こ
と
を
見
る
で
あ
ろ
う
。

　

青
木
は
論
文
注
で
、
青
年
期
ガ
リ
レ
イ
が
十
四
世
紀
の
パ
リ
学
派
の
学
者
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
著
作

よ
り
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
引
用
箇
所
と
は
、『
近
代
科
学
の
誕
生
』
上
、
三
十
︱
三
十
一
頁
。
前
掲
『
ガ
リ
レ
イ
の
道
︱
近
代
科
学
の

源
流
』
三
十
頁
に
再
録
。
伊
東
は
当
該
論
文
に
つ
い
て
、
後
に
『
著
作
集
』
第
一
巻
の｢

解
説｣

の
な
か
で
、｢

コ
イ
レ
や
バ
タ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
の｢

科
学
革
命｣
に
関
す
る
著
作
の
出
版
に
刺
激
さ
れ
て
、自
分
な
り
に
科
学
史
上
の
こ
の
転
回
点
を
構
造
化
し
て
み
た
い
と
考
え
、

執
筆
し
た
も
の
で
あ
る｣

と
述
懐
し
て
い
る
（
三
五
四
）。
荻
原
は
下
村
の
弟
子
の
一
人
（
一
九
五
三
年
東
京
文
理
科
大
学
哲
学
科
卒
業
）。

萩
原
は
論
文
の
冒
頭
で
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
科
学
革
命
の
概
念
を
述
べ
た
箇
所
を
引
用
（
先
述
）
し
、｢

科
学
革
命
の
本
質
と
そ
の

意
義
が
、
も
の
の
見
事
に
、
こ
の
な
か
に
要
約
さ
れ
て
い
る｣

と
述
べ
て
い
る
。
荻
原
論
文
は
、
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
萩
原
、
青
木
、
伊
東
、
お
よ
び
渡
辺
正
雄
（『
近
代
科
学
の
誕
生
』
の
訳
者
）
の
四
名
は
、
下
村
の
下
で
一
九
六
〇
年
代
前
後
、

科
学
思
想
史
の
研
究
会
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
荻
原
が
当
時
撮
影
し
た
写
真
に
は
下
村
と
彼
ら
が
並
ん
で
写
っ
て
い
る
こ
と

や
）
30
（

、
青
木
が
一
九
五
八
年
五
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
内
地
研
究
員
と
し
て
東
京
教
育
大
学
へ
派
遣
さ
れ
、
下
村
に
師
事
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
）
31
（

。
先
の
『
科
学
革
命
の
新
研
究
』
の
邦
訳
は
、そ
の
研
究
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
青
木
は
ガ
リ
レ
イ
の
『
天
文
対
話
』

（
一
六
三
二
年
）
を
邦
訳
し
、
岩
波
文
庫
と
し
て
一
九
五
九
年
に
上
巻
、
一
九
六
一
年
に
下
巻
を
刊
行
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
わ
が
国
で
は
、
一
九
六
〇
年
五
月
、
日
本
科
学
史
学
会
で｢

科
学
革
命
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｣

が
催
さ
れ
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

の
科
学
革
命
と
い
う
概
念
を
め
ぐ
っ
て
討
論
が
行
わ
れ
た
）
32
（

。
翌
年
に
総
合
報
告
書
と
し
て
日
本
科
学
史
学
会
編
『
科
学
革
命
』
森
北
出

版
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
個
別
報
告
や
共
同
討
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
述
べ
る
余
裕
は
な
い
が
、
科
学
革
命
説
に
対
す

る
反
対
論
、
賛
成
論
に
つ
い
て
、
簡
単
に
述
べ
て
お
こ
う
。
反
対
論
は
、
科
学
革
命
の
概
念
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
、
科
学
革
命
と
い
う
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用
語
を
用
い
な
く
て
も
近
代
科
学
の
成
立
で
事
足
り
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
科
学
史
家
廣
重
徹
（
一
九
二
八
︱

一
九
七
五
）
の
論
文｢

方
法
論
か
ら
み
た
わ
が
国
の
科
学
革
命
論｣

（
前
掲
、
三
二
八
︱
三
四
二
）
が
詳
し
い
。
他
方
、
賛
成
論
の
科
学
史

家
伊
東
俊
太
郎
（
一
九
三
〇
︱
二
〇
二
三
）
は
、
同
書
の
冒
頭
論
文
「
科
学
革
命
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
、
科
学
革
命
の
意
義
、
意
味
、

構
造
を
論
述
し
て
い
る
（
前
掲
、九
︱
三
三
）
）
33
（

。
ま
た
伊
東
は
同
論
文
の｢

付
記｣

に
お
い
て
、十
七
世
紀
を
中
心
と
す
る
科
学
革
命
は
、

知
的
体
系
の
枠
組
み
を
変
換
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
科
学
革
命
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
次
の
九
つ
を
挙
げ
て
い
る
。｢

（
一
）
世
界
像

の
変
換
、（
二
）
自
然
観
の
変
革
、（
三
）
価
値
観
の
転
換
、（
四
）
科
学
的
方
法
の
確
立
、（
五
）
累
積
的
知
識
の
成
立
、（
六
）
制
度
と

し
て
の
科
学
の
成
立
、（
七
）
科
学
の
担
い
手
の
交
代
、（
八
）
科
学
と
技
術
と
の
提
携
、（
九
）
科
学
の
社
会
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」（
二
十
九

︱
三
十
一
）。
そ
こ
で
、
伊
東
は
十
七
世
紀
科
学
革
命
の
も
つ
重
大
な
意
味
を
説
明
し
て
い
る
。

五
．
四　

科
学
史
論
考
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
、
科
学
史
論
考
二
篇
、﹇
論
文
（
八
）﹈｢
科
学
と
哲
学
と
の
内
面
的
連
関
に
つ
い
て｣

と
﹇
論
文
（
九
）﹈｢

精
神
史
と
し
て
の

科
学
史
に
つ
い
て｣

を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
一
）
科
学
と
哲
学
と
の
内
面
的
連
関
に
つ
い
て

　
﹇
論
文
（
八
）﹈
は
、
雑
誌
『
基
礎
科
学
』
創
刊
に
当
り
、
編
集
委
員
の
一
人
で
あ
る
下
村
が
執
筆
し
た
論
文
で
あ
る
）
34
（

。
当
該
論
文
の

冒
頭
を
数
学
の
理
念
か
ら
説
き
始
め
る
。
下
村
は
「
科
学
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
が
、
何
を
お
い
て
も｢

数
学｣

で
あ
る
。
下
村
に
よ

れ
ば
、
数
学
の
形
成
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
核
心
を
な
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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昔
、
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
は｢

神
は
幾
何
学
す
る｣

と
言
っ
た
。
神
を
幾
何
学
者
に
擬
す
る
こ
と
は
、
世
界
に
数
学
的
秩
序
を
認
め
、

世
界
の
究
極
的
原
理
に
合
理
的
精
神
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。世
界
お
よ
び
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
数
学
的
研
究
の
対
象
と
さ
れ
、

到
る
所
に
数
学
的
問
題
が
想
定
せ
ら
れ
、
単
にphysical

な
対
象
だ
け
で
な
く
、m

etaphysical

な
領
域
に
ま
で
数
学
的
思
惟
の
領

域
を
認
め
、
最
も
日
常
的
な
事
物
か
ら
崇
高
雄
大
な
、
た
と
え
ば
無
限
者
に
至
る
ま
で
こ
れ
を
数
学
の
対
象
と
し
よ
う
と
す
る
。「
普

遍
数
学
」「
世
界
数
学
」（M

athesis universalis

）
の
理
念
が
こ
こ
に
成
立
す
る
。
こ
れ
は
西
欧
の
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
持
続

し
た
科
学
思
想
で
あ
る
。
西
欧
の
科
学
精
神
の
真
の
動
機
あ
る
い
は
源
泉
は
こ
こ
に
存
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
数
学
的
秩
序
を
見

出
し
得
る
と
い
う
確
信
、
世
界
そ
の
も
の
を
数
学
的
問
題
と
す
る
意
志
、
西
欧
の
科
学
の
始
ま
り
は
か
か
る
世
界
の
数
学
的
秩
序
に

対
す
る
驚
き
か
ら
で
あ
る
。｣（
二
・
三
六
二
）

「
我
々
は
こ
こ
で
西
欧
の
数
学
の
学
問
と
し
て
の
性
格
と
そ
の
規
模
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
西
欧
に
独
自
な
学
問
の

理
念
で
あ
る
。
数
学
が
単
に
数
の
学
で
な
く｢
普
遍
学｣

の
性
格
を
も
ち
、そ
の
意
味
に
お
い
て
世
界
観
と
の
連
結
を
も
っ
て
い
る
、

ま
た
ま
さ
に
そ
の
故
に
数
学
が
単
に
計
算
術
で
は
な
く
学
問
た
る
所
以
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
数
学
が
す
べ
て
の
学
問
や
哲
学

に
内
面
的
な
関
連
を
も
ち
、
互
い
に
浸
透
す
る
関
係
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
我
々
の
数
学
﹇
和
算
、
引
用
者
﹈
の
場
合
と
対

比
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
の
性
格
的
相
違
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
ろ
う
。｣（
二
・
三
六
三
）

い
さ
さ
か
引
用
が
長
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
数
学
の
精
神
史
的
意
義
が
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
前
の
下
村
の
著
作
『
科
学
史
の
哲
学
』

の
第
二
章｢

精
神
史
に
於
け
る
数
学
の
位
置｣

、第
三
章｢

数
学
の
形
而
上
学
的
系
譜｣

を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
に
誰
し
も
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
い
ま
引
用
し
た
後
半
箇
所
と
同
様
の
趣
旨
は
、
た
び
た
び
引
用
・
参
照
し
て
い
る｢

科
学
論
の
方
法｣

の
な
か
の
項｢

３｣

に
見
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え
る
。
そ
の
核
心
を
な
す
文
章
を
、次
に
引
用
し
よ
う
。
我
々
自
身
の
こ
の｢

歴
史
的
課
題
を
解
く
た
め
に
、科
学
を
形
成
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
精
神
を
、
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
学
問
の
理
念
を
改
め
て
反
省
し
、
省
察
す
べ
き
あ
る｣

（
一
・
三
〇
三
）。
論
文
を
続
け
て
見
て
い
こ
う
。

　

近
代
科
学
の
成
立
期
に
お
い
て
は
、
近
代
哲
学
を
背
景
に
し
、
こ
れ
と
結
合
し
て
成
立
し
、
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
的
事

実
で
あ
る
と
し
、｢
そ
れ
で
は
今
日
改
め
て
科
学
が
哲
学
と
関
係
を
も
つ
と
は
い
か
な
る
こ
と
で
あ
る
か｣

（
二
・
三
六
四
）
と
問
う
。｢

今

日
の
問
題
は
む
し
ろ
本
来
結
合
し
て
い
た
科
学
と
哲
学
と
が
分
離
し
、
そ
の
結
合
の
根
源
的
共
同
的
地
盤
が
見
失
わ
れ
、
あ
た
か
も
こ
の

離
在
性
が
本
来
的
で
あ
る
か
の
如
く
思
わ
れ
、
そ
の
立
場
に
お
い
て
改
め
て
結
合
の
原
理
が
要
望
せ
ら
れ
て
い
る｣

。｢

今
日
の
科
学
と
哲

学
と
の
結
合｣

と
い
う｢
問
題
は
単
に
理
論
的
な
科
学
論
そ
の
も
の
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
科
学
を
我
々
の
歴
史
的
現
実
の
契
機
た
ら
し

め
る
実
践
的
問
題
の
た
め
に
、
省
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。｣

と
指
摘
す
る
（
二
・
三
六
五
）。

　

下
村
に
よ
れ
ば
、
今
日
で
は
科
学
と
哲
学
と
が
分
化
さ
れ
て
い
る
が
、
近
代
科
学
の
成
立
期
に
お
い
て
は
、
科
学
と
哲
学
と
が
不
可
分

な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
こ
こ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の｢

学｣

の
概
念
の
独
自
性
が
存
す
る
世
界
史
的
事

件
で
あ
る
と
言
う
（
二
・
三
七
六
︱
三
七
七
）。
こ
う
し
た
「
科
学
と
哲
学
と
数
学
と
の
独
立
と
連
関
の
問
題
は
単
に
科
学
論
あ
る
い
は
知

識
論
の
問
題
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
我
々
の
文
化
全
般
に
係
わ
る
重
要
な
根
本
問
題
で
あ
る
」（
二
・
三
八
三
）。
今
日
で
は
科
学
と
哲

学
と
の
関
係
は
認
識
論
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
科
学
の
基
礎
が
論
議
さ
れ
る
が
、
科
学
が
予
め
哲
学
と
独
立
に
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
科
学
の
存
在
を
前
提
と
し
、
科
学
の
基
礎
づ
け
を
行
う
と
い
う
カ
ン
ト
の｢

批
判
哲
学｣

以
来
の
問
題
で
あ

る
（
二
・
三
八
五
）。

　

こ
の
よ
う
な
下
村
の
主
張
は
、｢

科
学
論
の
方
法｣

（『
科
学
史
の
哲
学
』
の
第
四
章
三
節
）
で
、
既
に
見
ら
れ
た
。
戦
時
下
に
あ
っ
て
は

下
村
は
、
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
た｢

日
本
的
科
学｣

に
対
立
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
戦
後
に
あ
っ
て
は
、
今
日
の
科
学
は｢

ま
ず
科

学
そ
の
も
の
の
内
面
的
内
在
的
な
理
論
的
省
察
か
ら
着
手
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い｣
（
二
・
三
八
四
）
と
し
、
歴
史
に
お
け
る
科
学
の
基
礎
づ
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け
は
、
精
神
史
の
問
題
で
あ
り
、｢

歴
史
的
社
会
的
な
問
題
で
あ
る
。
政
治
や
政
策
に
連
な
る
問
題
で
あ
る
。｣

（
二
・
三
八
六
）
と
結
ん
で

い
る
。

　

か
く
し
て
、
論
文
（
八
） 

は
、『
基
礎
科
学
』｢

創
刊
の
辞｣

）
35
（

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
分
化
専
門
化
し
発
展
し
て
き
た
現
代
科
学
の
状
況

に
鑑
み
、
諸
科
学
相
互
の
理
解
や
連
関
を
深
め
、
科
学
全
般
の
統
合
組
織
化
し
よ
う
と
す
る
志
向
に
つ
い
て
、
詳
述
し
た
論
文
と
言
え
る
。

な
お
同
論
文
に
お
い
て
は
、無
限
の
概
念
を
め
ぐ
っ
て
東
洋
と
西
洋
に
お
け
る
相
異
点
を
詳
述
し
て
い
る
が
、割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い（
二
・

三
六
八
︱
三
七
六
）。

（
二
）
精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
に
つ
い
て　

　

先
述
の
と
お
り
精
神
史
と
は
何
か
は
、
論
文
（
二
）｢

近
代
科
学
の
始
源
に
つ
い
て
の
精
神
史
的
試
論｣

の
な
か
で
も
簡
潔
に
述
べ
ら
れ

て
い
た
が
（
二
・
十
二
）、
そ
の
論
文
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
科
学
史
の
哲
学
』
の
第
四
章
三
節｢

科
学
論
の
方
法｣

の
な
か
で
、
精
神
史

的
方
法
に
つ
い
て
、
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず｢

科
学
論
の
方
法｣

と
い
う
論
文
で
論
述
さ

れ
て
い
る
精
神
史
的
方
法
を
見
て
み
よ
う
）
36
（

。
次
に﹇
論
文（
九
）﹈｢

精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
に
つ
い
て｣

を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

下
村
は
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
科
学
論
は
、
認
識
論
的
方
法
と
社
会
科
学
的
方
法
の
二
つ
の
立
場
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
前
者
は

科
学
を
「
知
識
論
あ
る
い
は
認
識
論
と
し
て
取
り
扱
う
。
こ
れ
は
科
学
を
一
つ
の
精
神
的
事
実
と
し
て
﹇
と
ら
え
﹈、
そ
れ
ら
の
内
部
的

構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
科
学
を
「
意
識
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
還
元
す

る
こ
と
で
あ
る
」。
こ
れ
は
観
念
論
的
立
場
で
あ
る
。
後
者
は
「
科
学
の
社
会
的
制
約
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
」
も
の
で
あ

り
、「
こ
れ
は
科
学
を
社
会
的
制
約
、
す
な
わ
ち
科
学
そ
の
も
の
に
と
っ
て
は
外
的
な
る
も
の
に
還
元
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ぎ
り

一
応
、
我
々
の
知
識
あ
る
い
は
精
神
の
自
発
性
を
否
定
な
い
し
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。」
こ
れ
は
唯
物
論
的
立
場
で
あ
る
（
一
・
三
一
一
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︱
三
一
二
）。
こ
れ
ら
認
識
論
的
方
法
と
社
会
科
学
的
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
質
を
も
つ
と
し
て
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
云
う
。

　
「
こ
れ
ら
の
二
つ
の
方
法
は
い
ず
れ
も
そ
れ
自
身
の
意
義
と
権
限
と
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
直
ち
に
一
方
を
他
方
に
還
元
し
尽
く
す

こ
と
は
で
き
な
い
」
が
、「
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
両
者
は
そ
れ
自
身
と
し
て
は
一
応
抽
象
的
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
具
体
的
十

全
的
な
立
場
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
制
限
は
こ
れ
ら
の
方
法
が
予
想
し
て
い
る
哲
学
の
制
限
で
あ
る
。」（
一
・
三
一
二
）

　

そ
こ
で
下
村
は
、
認
識
論
的
方
法
と
社
会
科
学
的
方
法
の
両
者
を
綜
合
す
る
「
精
神
史
的
方
法
」
を
次
の
よ
う
に
提
唱
す
る
。

「
精
神
史
」
と
し
て
の
科
学
論
は
、
認
識
論
的
方
法
も
社
会
科
学
的
方
法
も
い
ず
れ
も
科
学
を
具
体
的
に
把
捉
し
得
な
い
こ
と
の
自

覚
か
ら
、
こ
れ
ら
の
両
者
す
な
わ
ち
内
在
的
な
立
場
と
超
越
的
な
立
場
と
の
綜
合
を
索
﹇
も
と
﹈
め
、
科
学
の
歴
史
性
社
会
性
の
把

握
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
ま
ず
根
本
的
に
科
学
を
自
己
の
表
現
と
し
て
形
成
す
る
そ
の
「
精
神
」
で
あ
り
、
そ
の
精
神

を
自
己
の
精
神
と
し
て
自
覚
す
る
社
会
︱
「
客
観
的
精
神
」
の
把
握
に
あ
る
。
科
学
史
の
第
一
の
問
題
は
科
学
を
形
成
す
る
精
神
の

自
覚
で
あ
る
。
科
学
を
形
成
す
る
こ
と
に
お
い
て
自
己
を
自
覚
す
る
精
神
の
展
開
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
形
成
さ
れ
た
科
学
の
歴

史
で
は
な
く
し
て
、
科
学
そ
の
も
の
の
生
成
で
あ
る
。「
科
学
の
歴
史
」
で
な
く
「
科
学
へ
の

0

0

歴
史
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
科
学

を
存
在
し
た
も
の
と
し
て
前
提
す
る
の
で
な
く
、
科
学
を
そ
れ
の
生
成
に
お
い
て
、
そ
れ
の
形
成
に
お
い
て
把
え
、
そ
れ
に
お
い
て

自
覚
さ
れ
る
精
神
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
（
一
・
三
一
三
︱
三
一
四
）。

い
さ
さ
か
引
用
が
長
く
な
っ
た
。
下
村
の
考
え
る
精
神
史
的
方
法
と
は
、
認
識
論
的
方
法
と
社
会
科
学
的
方
法
の
「
綜
合
」
を
意
図
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
引
用
し
た
文
章
に
お
い
て
、
精
神
史
的
な
立
場
と
は
何
か
、
ま
た
そ
の
方
法
の
意
義
が
見
て
と
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、野
家
啓
一
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
内
在
的
立
場
と
超
越
的
立
場
」と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、科
学
史
に
お
け
る「
イ
ン
タ
ー
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ナ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
内
的
科
学
史
）」
と
「
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
外
的
科
学
史
）」
の
違
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
科
学
の
発
展
を
学
説
史
の
形
式
で
記
述
・
分
析
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
こ
の
方
面
の
著

作
と
し
て
コ
イ
レ
の
『
ガ
リ
レ
オ
研
究
』（
一
九
三
九
年
）
が
あ
る
。
他
方
の
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
と
は
、
科
学
の
発
展
を
社
会

的
経
済
的
と
の
連
関
に
お
い
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
こ
の
方
面
の
著
作
と
し
て
ゲ
ッ
セ
ン
の
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
『
プ
リ
ン

キ
ピ
ア
』
の
社
会
経
済
的
根
底
」（
一
九
三
一
年
）
が
あ
る
）
37
（

。
野
家
は
次
に
よ
う
に
続
け
て
、
下
村
の
先
駆
性
を
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
り
、
下
村
が｢

精
神
史｣

の
構
想
を
確
立
す
る
の
も
、

こ
の
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
初
頭
の
こ
と
で
あ
り
、「
彼
﹇
下
村
﹈
が
目
指
し
た
の
は
、両
者
を
と
も
に
一
面
的
と
い
て
退
け
、

そ
れ
ら
を｢

綜
合｣

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」。
後
に
ク
ー
ン
が
『
科
学
革
命
の
構
造
』（
一
九
六
二
年
）
に
お
い
て
、
独
自
の
形
で
内
的
か

つ
外
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
下
村
の
問
題
意
識
の
先
駆
性
は
特
筆
に
値
す
る
）
38
（

。

　

わ
が
国
の
同
時
代
に
眼
を
転
じ
れ
ば
、
内
的
科
学
史
の
著
作
と
し
て
、
三
宅
剛
一
の
『
学
の
形
成
と
自
然
的
世
界
︱
西
洋
哲
学
の
歴

史
的
研
究
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
〇
年
、
再
刊
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
）
を
、
外
的
科
学
史
の
著
作
と
し
て
、
小
倉
金
之
助
の

｢

階
級
社
会
の
算
術｣

『
思
想
』（
一
九
二
九
年
）、｢
階
級
社
会
の
数
学｣

『
思
想
』（
一
九
三
〇
年
）（『
数
学
史
研
究
』
第
一
輯
（
岩
波
書
店
、

一
九
三
五
年
）
に
再
録
。『
小
倉
金
之
助
著
作
集
』
第
一
巻
（
勁
草
書
房
、
一
九
七
四
年
）
所
収
）
を
、
代
表
的
な
著
作
と
し
て
上
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
三
宅
の
同
書
は
「
西
洋
哲
学
の
歴
史
的
研
究
」
の
副
題
を
も
ち
古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
カ
ン
ト
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的

研
究
で
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
関
わ
る
第
一
、二
章
は
哲
学
と
数
学
の
交
渉
を
テ
ー
マ
に
叙
述
さ
れ
、
ま
た
第
五
章
は
近
世
科
学
の
思

想
系
譜
と
し
て
中
世
哲
学
の
オ
ッ
カ
ム
派
の
自
然
哲
学
を
論
述
す
る
と
い
う
特
色
を
も
つ
。
小
倉
の
論
文
は
、
社
会
の
発
展
の
な
か
で
数

学
史
を
捉
え
る
試
み
で
あ
り
、『
思
想
』
に
発
表
さ
れ
る
や
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
下
村
は
、
実
は
こ
の
両
者
の
著
作
に
対

す
る
批
評
を
記
し
て
い
る
の
で
、
次
に
そ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
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三
宅
の
同
書
に
対
し
下
村
は
、「
本
書
は
単
に
歴
史
的
研
究
に
止
ら
ず
、
従
来
の
科
学
論
や
科
学
哲
学
の
方
法
に
対
し
て
鋭
い
批
判
を

蔵
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。
そ
れ
の
積
極
的
な
体
系
的
な
展
開
は
ひ
と
し
く
学
界
が
著
書
に
対
し
て
切
望
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら

う
。」
と
批
評
し
て
い
る
（
十
・
三
三
四
）
）
39
（

。
他
方
、
小
倉
の
論
文
に
対
し
下
村
は
、
小
倉
「
氏
の
議
論
は
数
学
の
階
級
性
で
は
な
く
数

学
教
育
の
階
級
性
に
す
ぎ
ぬ
よ
う
に
思
え
た
」
と
評
し
て
い
る
（
十
三
・
三
一
六
）。

　

ち
な
み
に
、
戦
後
、
廣
重
徹
は
、｢

科
学
の
学
説
史｣

と｢

科
学
の
社
会
史｣

の
統
合
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
事
実
、
科
学
の
学

説
史
と
し
て
『
物
理
学
史
』
全
二
巻
（
培
風
館
、
一
九
六
八
年
）
を
、
科
学
の
社
会
史
と
し
て
『
科
学
の
社
会
史
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
三
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
）
40
（

。
そ
の
仕
事
は
未
完
の
ま
ま
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
41
（

。
次
に
、﹇
論
文
（
九
）﹈｢

精
神
史
と
し
て
の

科
学
史
に
つ
い
て｣

を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

当
該
論
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
冒
頭
か
ら
辿
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
次
の
二
点
に
注
目
し
た
い
。
一
点
目
は
論
文
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
で

あ
る｢

精
神
史
と
し
て
の
科
学
史｣

に
つ
い
て
、
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
内
容
は
、
今
後
の

近
代
科
学
史
論
の
課
題
と
し
て
も
読
み
採
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
も
う
一
点
の
デ
ィ
ル
タ
イ
的
な
精
神
史
の
問
題
と
も
重

な
る
か
ら
で
あ
る
。
二
点
目
は｢

精
神
史｣

は
デ
ィ
ル
タ
イ
（
一
八
三
三
︱
一
九
一
一
）
の
精
神
史
の
方
法
を
根
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
、

と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
名
は
、
こ
れ
ま
で
の
下
村
の
論
文
に
は
登
場
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
一
点
目
の｢

精

神
史
と
し
て
の
科
学
史｣

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
は
、
科
学
に
お
い
て
自
己
を
表
現
し
て
い
る
精
神
、
科
学
に
お
い
て
自
己
を
表
現
し
て
い
る
精
神
、
す
な

わ
ち
科
学
の
背
後
あ
る
い
は
根
底
に
あ
り
、
科
学
を
形
成
し
、
そ
の
性
格
を
規
定
し
、
こ
れ
を
展
開
せ
し
め
て
い
る
精
神
の
探
究
で

あ
る
。
現
に
存
在
す
る
科
学
の
︱
出
来
上
っ
た
科
学
の
、
原
理
や
方
法
の
理
解
や
基
礎
づ
け
、
い
わ
ゆ
る
論
理
的
基
礎
づ
け
や
論
理
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的
導
出
で
な
く
、
科
学
そ
の
も
の
の
歴
史
性
を
、
科
学
の
原
理
や
方
法
や
基
礎
概
念
の
内
面
的
必
然
性
を
︱
単
な
る
形
式
的
論
理
性

で
な
く
︱
そ
れ
の
根
底
に
存
す
る
「
精
神
」
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
二
・
四
〇
四
）。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
そ
の
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
論
文
末
尾

は
次
の
言
葉
で
結
ん
で
い
る
。

歴
史
を
単
な
る
事
件
や
事
実
の
記
述
記
録
と
し
て
で
な
く
、
こ
れ
を
精
神
の
事
件
、
精
神
の
表
現
と
す
る
如
き
歴
史
意
識
は
確
か
に

独
自
性
を
も
つ
。
こ
れ
は
歴
史
を
「
亀
鑑
」
と
し
、
現
在
お
よ
び
将
来
の
経
験
へ
の
教
訓
や
指
針
と
す
る
の
と
は
別
個
の
も
の
で
あ

る
。
歴
史
を
精
神
の
表
出
・
表
現
と
し
、
そ
れ
に
精
神
史
的
意
味

0

0

を
認
め
る
の
は
確
か
に
独
自
な
歴
史
意
識
で
あ
る
。
か
か
る
歴
史

意
識
な
し
に
は
精
神
史
の
概
念
は
成
立
し
得
な
い
。
か
か
る
歴
史
意
識
は
確
か
に
キ
リ
ス
ト
教
的
地
盤
に
お
い
て
初
め
て
成
立
し
た

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
科
学
史
を
精
神
史
と
し
て
見
よ
う
と
す
る
こ
と
は
必
然
的
に
宗
教
、
哲
学
等
々
と
の
内
面
的
関

連
、
具
体
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
が
内
面
的
必
然
的
に
問
題
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
二
・
四
〇
五
）。

精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
単
な
る
科
学
史
を
超
え
た
精
神
史
、
宗
教
、
哲
学
、
芸
術
等
と
の
内
面
的
関
連
を
問
題

と
す
る
研
究
で
あ
る
、
と
。
二
点
目
は
、｢

精
神
史｣

の
考
え
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、「
本
来
、「
精
神
史
」
は

周
知
の
如
く
デ
ィ
ル
タ
イ
を
宗
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
精
神
」
は
さ
ら
に
ヘ
ー
ゲ
ル
を
源
泉
と
す
る
。
そ
の
「
精
神
」
の
概
念

は
根
源
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
由
来
の
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
十
・
三
一
三
）。

　

と
こ
ろ
で
、｢

精
神
史｣

の
手
法
で
、
日
本
思
想
史
の
領
域
で
は
、
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九
︱
一
九
六
〇
）
の
『
日
本
古
代
文
化
』（
岩
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波
書
店
、
一
九
二
〇
年
）、
同
著
『
日
本
精
神
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
六
年
）、
村
岡
典
嗣
（
一
八
八
四
︱
一
九
四
六
）
の
『
日
本

思
想
史
研
究
』（
岡
書
店
、
一
九
三
〇
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
下
村｢

年
譜｣

に
よ
れ
ば
、
和
辻
の
『
日
本

精
神
史
研
究
』
を
刊
行
後
の
翌
年
一
月
に
下
村
は
購
入
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
書
を
単
に
購
入
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
気
に

止
め
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。｢

和
辻
先
生｣

（｢

汀
の
散
歩｣

﹇
未
定
稿
﹈）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、｢

随
筆
集
を
除
い
て
、
先
生
の
著
作

は
大
抵
は
愛
読
書
と
な
り
、
私
﹇
ひ
そ
﹈
か
に
私
淑
し
た
。｣｢

先
生
の
主
た
る
仕
事
は
哲
学
的
解
釈
に
あ
っ
た
と
思
う
。｣（
十
三
・
五
一
七
）

と
下
村
は
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
和
辻
の
最
初
の
倫
理
学
的
著
作
で
あ
る
『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫

理
学
』（
岩
波
全
書
、
一
九
三
四
年
、
再
刊
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
解
釈
学
の
方
法
を｢

倫
理｣

と
い
う
用
語
に

適
用
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
）
42
（

。
和
辻
は
同
書
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
い
て
は
、生
・
表
現
・
理
解
の
連
関
に
お
い
て
「
生
の
範
疇
」
を
求
め
、創
造
す
る
者
、行
為
す
る
者
と
し
て
の
「
生
」

の
「
作
用
連
関
」
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
解
釈
学
的
方
法
と
な
る
。
そ
れ
は
意
識
せ
ら
れ
な
い
生
の
深
み
、
す
な
わ
ち

非
合
理
的
な
る
「
生
」、
従
っ
て
「
行
為
者
」、
を
把
捉
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。﹇
中
略
﹈
人
間
の
生
を
そ
の
生
自
身
か
ら
理
解

す
る
と
い
う
生
の
哲
学
の
方
法
的
原
理
は
、
こ
こ
に
そ
の
核
心
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
（
二
四
一
）。

デ
ィ
ル
タ
イ
の
精
神
史
的
思
想
史
の
方
法
を
科
学
史
の
領
域
に
下
村
は
適
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
和
辻
の
著
作
を
経
由
し
て
精
神

史
的
方
法
を
習
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、あ
る
い
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
著
作
『
精
神
科
学
序
説
』（
一
八
八
三
年
）
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
下
村
の
精
神
史
的
方
法
は
、
京
都
学
派
に
お
け
る
デ
ィ
ル
タ
イ
受
容
の
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
）
43
（

。
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六　

結
び
に
か
え
て　

　

本
稿
で
は
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
（
一
篇
の
み
一
九
八
二
年
の
発
表
）
下
村
の
近
代
科
学
史
論
お
よ
び
科

学
史
論
考
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
論
文
の
内
容
紹
介
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
簡
単
な
内
容
紹
介
で
あ
り
、
下
村
の
近
代
科
学

史
論
の
全
体
像
が
明
か
に
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
そ
の
作
業
の
一
環
と
し
て
、
下
村
が
数
理
哲
学
を
始
め
た
哲
学
界
の
状
況
、
一
九
三
〇

年
代
に
下
村
が
読
ん
だ
著
作
、
な
い
し
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
著
作
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

戦
中
、｢

近
代
科
学
の
始
源
に
つ
い
て
の
精
神
史
的
試
論｣

と
い
う
論
文
末
尾
で
、
下
村
は
近
代
科
学
史
論
を
予
告
し
て
い
た
。
戦
後
、

そ
の
続
篇
を
書
き
継
ぎ
、
お
そ
ら
く
も
う
二
篇
︱
ニ
ュ
ー
ト
ン
論
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
魔
術
︱
を
残
す
の
み
と
な
り
、
そ
れ
ら
を

ま
と
め
て
完
結
さ
せ
る
公
算
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
局｢

近
代
科
学
史
論｣

は
公
刊
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
き
、

「
著
作
遍
路
或
い
は
自
画
自
賛
」
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
興
味
深
い
こ
と
を
書
き
記
し
て
い
る
。

　

下
村
は
、
今
後
の
著
作
と
し
て
三
つ
の
計
画
が
あ
る
と
い
う
。
第
一
の
計
画
は
「
精
神
史
と
し
て
の
近
代
科
学
史
論
の
完
結
」、
第
二

の
計
画
は
「
哲
学
史
の
成
立
の
考
察
」、
第
三
の
計
画
は
「
世
界
史
の
哲
学
」
で
あ
る
と
書
き
記
し
て
い
る
（
十
・
三
九
四
︱
四
〇
二
）。

こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
第
一
の
計
画
で
あ
る
。
晩
年
に
「
ル
ネ
サ
ン
ス
お
よ
び
近
代
科
学
の
魔
術
的
起
源
」
に
関
す
る
数

千
枚
に
お
よ
ぶ
未
完
・
未
整
理
の
草
稿
が
遺
さ
れ
、
筐
底
に
秘
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
（
十
三
・
六
六
七
）。
こ
の
こ
と
は
近
代
科
学

史
論
の
企
図
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
証
左
に
他
な
ら
な
い
。

　

下
村
は
、
認
識
論
的
方
法
と
社
会
科
学
的
方
法
の
両
者
を
綜
合
す
る
独
自
の
精
神
史
的
方
法
に
よ
る
科
学
論
を
提
唱
す
る
に
至
っ
た
。

簡
潔
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
科
学
の
生
成
過
程
を
、
宗
教
、
哲
学
、
芸
術
等
の
連
関
に
お
い
て
捉
え
、
そ
の
意
義
を
究
明
し
よ
う
す
る
も
の
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で
あ
る
。
下
村
の
著
作
の
い
ず
れ
も
精
神
史
的
立
場
に
貫
か
れ
考
察
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
精
神
史
は
デ
ィ
ル
タ
イ
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
下
村
が
和
辻
哲
郎
の
主
要
著
作
を
読
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
和
辻
か
ら
解
釈
学
的
方
法
を
学
ん
だ
の
で
は
な

い
か
と
い
う
推
測
を
行
っ
た
。
京
都
学
派
に
お
け
る
デ
ィ
ル
タ
イ
受
容
に
関
わ
る
論
点
で
あ
る
が
、
示
唆
に
止
ま
る
。

　

下
村
の
次
の
言
葉
を
も
っ
て
、
本
稿
の
結
び
と
す
る
。｢

新
し
き
科
学
論
は
知
識
論
に
止
ま
ら
ず
、
歴
史
哲
学
を
基
礎
に
も
っ
た
文
明

論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣
（
一
・
三
一
五
︱
三
一
六
）。

謝
辞

　

執
筆
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
京
都
大
学
大
学
院
・
上
原

麻
有
子
教
授
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

凡
例

　

下
村
寅
太
郎
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
引
用
・
参
照
に
つ
い
て
は
、『
下

村
寅
太
郎
著
作
集
』（
全
十
三
巻
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
八
年
︱

一
九
九
九
年
）よ
り
行
い
、
本
文
中
に（
巻
数
・
頁
数
）の
形
式
で
略
記

す
る
。
単
に『
著
作
集
』と
も
略
記
す
る
。

注（
1
） 『
著
作
集
』第
十
三
巻
に
詳
細
を
極
め
る「
年
譜
」（
十
三
・
五
七
一

︱
六
三
四
）、
お
よ
び「
著
作
目
録
」（
十
三
・
六
三
五
︱
六
六
四
）
が
収

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
） 『
自
然
哲
学
』、『
科
学
史
の
哲
学
』、『
無
限
論
の
形
成
と
構
造
』は
、

『
著
作
集
』第
一
巻
に
所
収
。
た
だ
し
、『
科
学
史
の
哲
学
』原
本
に
あ
っ

た
西
田
哲
学
に
関
す
る
論
文「
弁
証
法
的
世
界
の
数
学
的
形
成
︱
西
田

哲
学
の
科
学
哲
学
へ
の
一
寄
与
」は
、
第
十
二
巻
に
収
載
。

（
3
） 
初
出
タ
イ
ト
ル「
近
代
科
学
の
始
源
と
そ
の
発
展
│
近
代
科
学
の

精
神
史
的
試
論
」は
、「
近
代
科
学
の
始
源
に
つ
い
て
の
精
神
史
的
試
論
」

と
改
題
さ
れ
、『
著
作
集
』第
二
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
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（
4
） 
野
家
啓
一「
解
説
」『
精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
』（
燈
影
舎
、

二
〇
〇
三
年
）所
収
、
三
〇
四
一
四
一
三
頁
。

（
5
） 

荻
原
明
男「
下
村
寅
太
郎
」、『
科
学
の
精
神
』（
創
元
社
、

一
九
六
八
年
）所
収
、
大
橋
良
介「
解
説
」『
精
神
史
の
中
の
日
本
近
代
』

（
燈
影
舎
、二
〇
〇
〇
年
）所
収
、竹
田
篤
司「
下
村
寅
太
郎
︱
「
精
神
史
」

へ
の
軌
跡
」
藤
田
正
勝
編『
京
都
学
派
の
哲
学
』（
昭
和
堂
、
二
〇
〇
一

年
）
所
収
、
野
家
啓
一
、
前
掲「
解
説
」、
中
岡
成
文「
科
学
論
か
ら

１
９
３
０
年
代
を
見
る
︱
下
村
寅
太
郎
の
思
想
を
中
心
に
」『
日
本
思

想
史
学
』
三
十
七
号（
二
〇
〇
五
年
九
月
）、
城
阪
真
治「
下
村
寅
太
郎

の
科
学
的
認
識
論
」『
日
本
哲
学
史
研
究
』
六
号（
二
〇
〇
九
年
十
月
）、

熊
野
純
彦「
近
代
日
本
哲
学
の
展
望
」熊
野
純
彦
編『
日
本
哲
学
小
史
︱

近
代
１
０
０
年
の
２
０
篇
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
九
年
）所
収
、
加
藤

尚
武「
解
説
」『
科
学
史
の
哲
学
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
二
年
）所
収
、

板
橋
勇
仁「
下
村
寅
太
郎
と
い
う
謎
︱
「
精
神
史
」
と
し
て
の
科
学
思

想
史
と「
自
己
否
定
の
自
覚
」」金
森
修
編『
昭
和
後
期
の
科
学
思
想
史
』

（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
所
収
、
金
森
修「
下
村
寅
太
郎
と
そ
の

機
械
観
」
香
川
知
晶
訳
、
金
森
修『
東
洋/

西
洋
を
越
境
す
る
︱
金
森

修
科
学
論
翻
訳
集
』（
読
書
人
、
二
〇
一
九
年
）
所
収
、
野
家
啓
一「
京

都
学
派
の
科
学
哲
学
︱
西
田
幾
多
郎
と
下
村
寅
太
郎
」『
点
か
ら
線
へ
』

七
十
一
号（
二
〇
二
二
年
）、
榑
沼
範
久「
下
村
寅
太
郎
の
哲
学
に
向
か

う
」『
常
盤
台
人
間
文
化
論
叢
』八
巻
一
号（
二
〇
二
二
年
）、
檜
垣
立
哉

「
下
村
寅
太
郎
の
科
学
哲
学
１
」「
下
村
寅
太
郎
の
科
学
哲
学
２
」『
日
本

近
代
思
想
論
︱
技
術
・
自
然
・
生
命
』（
青
土
社
、
二
〇
二
二
年
）所
収
。

特
に
竹
田
篤
司「
下
村
寅
太
郎
︱
「
精
神
史
」へ
の
軌
跡
」、
お
よ
び
野

家
啓
一「
解
説
」『
精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
』に
多
く
を
負
う
。

（
6
） 

竹
田
篤
司
、
前
掲「
下
村
寅
太
郎
︱
「
精
神
史
」
へ
の
軌
跡
」、

特
に
二
二
八
頁
。

（
7
） 『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
全
十
二
巻+

別
巻
六（
岩
波
書
店
、

一
九
四
七
年
一
一
九
五
三
年
）。
同
全
集
の
日
記
篇
は
西
谷
啓
治
、
講

演
筆
記
篇
は
務
台
理
作
、
講
義
録
篇
は
高
坂
正
顕
、
久
松
真
一
が
編
集

担
当
し
て
い
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

（
8
） 

大
橋
容
一
郎「
新
カ
ン
ト
学
派
」、
須
藤
訓
任
編『
哲
学
の
歴
史
』

九「
反
哲
学
と
世
紀
末
」（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
七
年
）
三
七
七
︱

四
二
八
頁
。
直
江
清
隆「
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
」、
須
藤
訓
任
編
、
前
掲『
哲

学
の
歴
史
』九
、四
二
九
︱
四
五
二
頁
。

（
9
） 「
読
書
漫
録
」（
十
三
・
一
五
︱
一
一
一
）、「
著
作
遍
路
或
い
は
自

画
自
賛
」（
十
三
・
二
九
一
︱
四
二
〇
）。
な
お
、
関
西
学
院
大
学
図
書

館
編『
下
村
寅
太
郎
蔵
書
目
録
』（
関
西
学
院
大
学
図
書
館
、
二
〇
〇
二

年
）が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
閲
覧
の
機
会
を
得
て
い
な
い
。

（
10
） 
下
村
・
佐
々
木
力（
対
談
）「
精
神
史
と
科
学
史
の
交
流
」『
思
想
』



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
二
十
一
号

八
二

七
五
一
号（
一
九
八
七
年
一
月
）、
お
よ
び（
十
三
・
三
四
四
）。

（
11
） 「
遍
路
・
迂
路
」（
十
三
・
三
︱
十
四
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
な
か

で
、
新
カ
ン
ト
派
の
認
識
論
と
し
て
、
リ
ッ
ケ
ル
ト『
認
識
の
対
象
』、

コ
ー
ヘ
ン『
純
粋
認
識
の
論
理
学
』
と
い
う
二
冊
の
著
作
を
上
げ
て
い

る
。
後
者
は「
論
理
的
思
惟
へ
の
情
熱
を
喚
起
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

（
12
） 「
著
作
遍
路
或
い
は
自
画
自
賛
」（
十
三
・
三
〇
一
）。
ち
な
み
に
、

コ
ー
ヘ
ン
の
著
作[

『
微
分
法
の
原
理
と
そ
の
歴
史
』引
用
者]

は
甚
だ

難
解
で
あ
り
、「
卒
業
論
文
は
問
題
の
核
心
に
触
れ
る
は
る
か
に
手
前

の
所
で
と
ど
ま
」っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

（
13
） 

ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ー
ヘ
ン『
微
分
法
の
原
理
と
そ
の
歴
史
』
の
邦
訳

に
つ
い
て
は
、「
微
分
法
の
原
理
と
そ
の
歴
史（
１
）」
近
藤
史
隆
、
仲

井
慧
悟
訳
、『
思
想
の
プ
リ
ズ
ム
』
二
号（
二
〇
二
二
年
）
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
連
載
の
継
続
が
望
ま
れ
る
。

（
14
） 

ヴ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
論
文
は
、
一
九
〇
八
年
、「
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
に
於
け
る
第
三
回
国
際
哲
学
会
議
討
論
集
に
所
載
」
のZum

 Be-
griff des G

esetzes

の
翻
訳
で
あ
る
。

（
15
） 

カ
ッ
シ
ー
ラ
ー（
カ
ツ
シ
レ
ル
）
論
文
は
、『
カ
ン
ト
研
究
』
Ⅻ

（
一
九
〇
七
年
）収
載
の
翻
訳
で
あ
り
、
副
題
は「
数
学
の
原
理
に
関
す

る
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
及
び
ル
ィ
・
ク
ー
テ
ュ
ラ
ー
の
著
書
に

関
連
し
て
」で
あ
る
。

（
16
） 

下
村
寅
太
郎
、
佐
々
木
力（
対
談
）前
掲
、
一
一
八
頁
。

（
17
） 

注
記（
8
）を
、
参
照
の
こ
と
。

（
18
） 

下
村
寅
太
郎「
科
学
哲
学
︱
総
論
」
下
村
寅
太
郎
・
服
部
英
次
郎

編『
哲
学
研
究
大
系
』七「
体
系
篇
」（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
九
年
）、

七
︱
二
十
二
頁
。
本
文
は
同
書
よ
り
抜
粋
し
た
。
邦
訳
さ
れ
て
い
る
も

の
を
次
に
掲
げ
る
。
バ
ー
ト『
近
代
科
学
の
形
而
上
学
的
基
礎
』
市
場

泰
男
訳（
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
）、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド『
科
学
と
近
代

世
界
』
上
田
泰
治
・
村
上
至
孝
訳（
世
界
大
思
想
全
集
、
哲
学
・
文
芸

思
想
篇
第
十
七
）（
河
出
書
房
、
一
九
五
五
年
）所
収
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ワ

イ
ル『
数
学
と
自
然
科
学
の
哲
学
』
菅
原
正
夫
・
下
村
寅
太
郎
・
森
繁

雄
訳（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）。
ち
な
み
に
、
ツ
ィ
ル
ゼ
ル
の『
天

才
概
念
の
成
立
』
と
い
う
著
作
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
科
学

と
芸
術
を
論
述
し
た
際
、
出
典
テ
ク
ス
ト
と
し
て
挙
げ
て
い
る（
二
・

六
十
五
）。

（
19
） 

本
文
の
文
章
は
、『
科
学
史
の
哲
学
』「
序
」（
一
・
一
四
五
）
の
な

か
で
、「
科
学
」と
い
う
語
句
を「
数
学
」と
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
20
） 
古
代
ギ
リ
シ
ア
数
学
の
論
証
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
論

点
で
あ
る
が
、
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
。

（
21
） 
本
文
の
一
覧
に
掲
げ
た
初
出
原
題
が
改
題
さ
れ
て
い
る
の
で
、



八
三

下
村
寅
太
郎
の
近
代
科
学
史
論
を
め
ぐ
っ
て
　〔
森
口
〕

注
記
を
施
す
。
論
文（
二
）
の
初
出
原
題
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
冒
頭

で
触
れ
た
と
お
り
。
論
文（
三
）の
初
出
副
題
は「
ニ
ュ
ー
ト
ン
を
中
心

と
す
る
精
神
的
境
位
に
つ
い
て
」
と
あ
る
が
、
誤
植
と
思
わ
れ
る
。
論

文（
四
）の
初
出
副
題
は「K

epler

の
場
合
」で
あ
り
、
改
題
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
の
論
文
の
題
名
・副
題
と
も
に
初
出
誌
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
22
） 

本
文
で「
ガ
リ
レ
イ
の
自
由
落
下
と
投
射
体
の
運
動
」
と
記
述
し

た
が
、
下
村
の
論
文
で
は
単
に「
地
上
の
物
体
現
象
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
論
旨
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
語
句
を
改
め
た
。

（
23
） 

論
文（
二
）の
三
節「
成
立
」の
な
か
で
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有
引

力
論
等
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
六
節「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
動
機
」
の

な
か
で
、
近
代
科
学
の
大
成
者
と
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
が
、
聖
書
の

年
代
記
や
神
学
の
研
究
、
錬
金
術
に
終
止
関
心
を
持
ち
続
け
た
こ
と
、

ま
た
三
位
一
体
説
を
否
定
す
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
精
神
で
あ
る
と
述
べ
、
科
学
者

ニ
ュ
ー
ト
ン
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
を
組
み
入
れ
た
綜
合
的
視
点
か
ら

下
村
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
論
を
論
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
24
） 

下
村
の
機
械
観
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
引
用
し
た（
二
・
四
九
）

と
同
趣
旨
の
内
容
は
、
論
文（
一
）（
二
・
七
十
八
）、
論
文（
二
）（
二
・

八
）、（
二
・
二
十
五
）、
お
よ
び
論
文（
七
）（
二
・
二
七
七
）に
、
あ
る
い

は『
科
学
史
の
哲
学
』
の（
一
・
二
〇
六
︱
二
〇
七
）
や（
一
・
二
九
七
︱

二
九
八
）
に
も
見
え
る
。
下
村
が
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

が
重
要
な
意
義
を
有
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
金
森
修
も
前

掲「
下
村
寅
太
郎
と
そ
の
機
械
観
」、特
に
一
六
九
︱
一
七
〇
頁
で
、（
一
・

二
〇
六
）を
援
用
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
25
） 

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
著
作
原
題
を『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
魔
術
思
想
︱
フ
ィ

チ
ー
ノ
か
ら
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
へ
』
と
い
う
書
名
で
田
口
清
一
訳
に
よ
り

平
凡
社
か
ら
一
九
九
三
年
に
刊
行
さ
れ
、
イ
エ
ー
ツ
の
著
作
の
邦
訳

は『
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
と
ヘ
ル
メ
ス
教
の
伝
統
』
と
い
う
書

名
で
前
野
佳
彦
訳
に
よ
り
工
作
舎
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
。
ロ
ッ
シ「
ヘ
ル
メ
ス
主
義
、
合
理
性
、
科
学
革
命
」大
谷
隆
昶
訳
、

ボ
ネ
リ
編
・
シ
エ
イ
編『
科
学
革
命
に
お
け
る
理
性
と
神
秘
主
義
』
村

上
陽
一
郎
・
大
谷
隆
昶
・
横
山
輝
雄
訳（
新
曜
社
、
一
九
八
五
年
）所
収
、

特
に
二
六
一
︱
二
六
六
頁
。ロ
ッ
シ
は『
普
遍
の
鍵
』（
一
九
六
〇
年
）で
、

ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
の
記
憶
術
と
ル
ル
ス
主
義
の
関
わ
り
に
つ

い
て
、
論
述
し
て
い
る
。

（
26
） 

拙
論「
雑
誌『
基
礎
科
学
』
の
発
行
状
況
、
お
よ
び
科
学
史
関
係

掲
載
論
文
に
つ
い
て
︱
下
村
寅
太
郎
を
軸
に
︱
」
日
本
科
学
史
学
会
東

海
支
部
編『
東
海
の
科
学
史
』十
五
号（
二
〇
二
三
年
）の
な
か
で
、
下

村﹇
論
文（
四
）﹈
を
要
約
し
て
お
り
、
重
複
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
、引
用
・参
照
に
際
し
、語
句
を
改
め
て
い
る
。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
二
十
一
号

八
四

（
27
） 
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド『
近
代
科
学
の
誕
生
』
上
下
、
渡
辺
正
雄
訳

（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
八
年
）。
同
書
は
再
版
の
翻
訳
。
引
用
に

あ
た
り
、
語
句
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
く
。

（
28
） 

コ
イ
レ「
ガ
リ
レ
イ
と
プ
ラ
ト
ン
」
伊
東
俊
太
郎
訳
、
ラ
ン
ダ

ル
ほ
か『
科
学
革
命
の
新
研
究
』（
日
新
出
版
、
一
九
六
一
年
）
所
収
。

初
出
、“G

alileo and Plato”, Journal of the H
istory of Ideas, 

4
(1943).

（
29
） 

野
家
啓
一『
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
何
か
︱
ク
ー
ン
の
科
学
史
革
命
』　　
　

（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）、
四
十
二
︱
四
十
三
頁
。
初
出
原

題
、『
ク
ー
ン
︱
パ
ラ
ダ
イ
ム
』（
現
代
思
想
の
冒
険
家
た
ち
）（
講
談
社
、

一
九
九
八
年
）。

（
30
） 

萩
原
明
男『
ニ
ュ
ー
ト
ン
』（
人
類
の
知
的
遺
産
）（
講
談
社
、

一
九
八
二
年
）、
十
二
頁
。
荻
原
は
一
九
六
〇
年
頃
撮
影
し
た
写
真
と

附
記
し
て
い
る
。

（
31
） 「
青
木
靖
三
教
授
年
譜
」
神
戸
大
学
近
代
発
行
会
編『
近
代
』「
青

木
靖
三
追
悼
特
集
号
」五
十
三
号（
一
九
七
八
年
六
月
）所
収
、
七
十
四

頁
。
同
誌
に
、
服
部
英
次
郎（
一
九
二
八
年
京
都
大
学
哲
学
科
卒
業
）

が
青
木
追
悼
文
を
寄
せ
て
、
東
京
教
育
大
学
へ
の
内
地
研
究
員
派
遣

の
推
薦
を
行
っ
た
と
書
き
記
さ
れ
て
い
る（
三
十
八
）。
ち
な
み
に
、

デ
ュ
エ
ム
の
稀
覯
本『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
研
究
』
を
、
東

京
文
理
大
の
赴
任
記
念
と
し
て
、
下
村
に
贈
っ
た
の
が
服
部
で
あ
る

（
十
三
・
五
十
八
）。

（
32
） 

松
川
七
郎（
寄
書
）「「
科
学
革
命
」
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
傍
聴
し
て
」『
科
学
史
研
究
』五
十
五
号（
一
九
六
〇
年
）。
松
川
に
よ

れ
ば
、
当
日
は
会
員
に
よ
る
個
別
報
告
、
次
い
で
共
同
討
議
に
移
っ
た

が
、
そ
の
冒
頭
、
学
会
と
し
て
科
学
革
命
を
認
め
る
べ
き
か
、
否
定
さ

れ
る
べ
き
か
、
と
切
り
だ
さ
れ
て
始
ま
っ
た
と
い
う
。
松
川
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
共
同
討
議
に
ふ
さ
わ
し
い
問
題
の
立
て
方
や
議
論

の
運
び
方
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
一
九
六
一
年
に
総
合
的
研
究
と

し
て
日
本
科
学
史
学
会
編『
科
学
革
命
』森
北
出
版
が
刊
行
さ
れ
た
。「
科

学
革
命
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
つ
い
て
は
、
同
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
） 

伊
東
俊
太
郎「
科
学
革
命
に
つ
い
て
」、
日
本
科
学
史
学
会
編
、

前
掲『
科
学
革
命
』所
収
。『
伊
東
俊
太
郎
著
作
集
』第
一
巻（
麗
澤
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
二
三
︱
一
五
一
頁
に
再
録
。

（
34
） 

拙
論
、前
掲
、先
と
同
様
に
下
村﹇
論
文（
八
）﹈を
要
約
し
て
お
り
、

重
複
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
く
。

（
35
） 

雑
誌『
基
礎
科
学
』「
創
刊
の
辞
」は
、
同
誌
創
刊
号
の
表
紙
裏
に

載
っ
て
い
る
。
下
村
と
数
学
者
・
末
綱
恕
一
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
日
本
科
学
史
学
会
編『
日
本
科
学
技
術
史
大
系
』
第
六

巻「
思
想
」（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
六
八
年
）、
四
七
六
︱
四
七
八
頁



八
五

下
村
寅
太
郎
の
近
代
科
学
史
論
を
め
ぐ
っ
て
　〔
森
口
〕

に
再
録
。

（
36
） 
本
節
は
、
古
田
光
の
論
文「
思
想
史
研
究
に
お
け
る
科
学
と
哲

学
」『
横
浜
国
立
大
学
人
文
紀
要 

第
一
類 

哲
学
・
社
会
科
学
』
二
十
三

号（
一
九
七
七
年
十
一
月
）に
負
う
。

（
37
） 

コ
イ
レ『
ガ
リ
レ
オ
研
究
』
の
邦
訳
が
菅
谷
暁
訳
に
よ
り
法
政
大

学
出
版
局
か
ら
一
九
八
八
年
に
刊
行
さ
れ
、
ゲ
ッ
セ
ン
論
文
の
邦
訳
が

秋
間
実
・
稲
葉
守
・
小
林
武
信
・
渋
谷
一
夫
訳
に
よ
り『
ニ
ュ
ー
ト
ン

力
学
の
形
成
︱
『
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
』
の
社
会
的
経
済
的
根
源
』
と
い
う

書
名
で
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
一
九
八
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
ち
な
み

に
、
ゲ
ッ
セ
ン
論
文
は
、
戦
前
の
わ
が
国
で
二
冊
、
一
冊
は『
新
興
自

然
科
学
論
叢
』（
希
望
閣
、
一
九
三
二
年
）
の
名
で
、
も
う
一
冊
は『
岐

路
に
立
つ
自
然
科
学
』（
大
畑
書
店
、
一
九
三
四
年
）の
名
で
刊
行
さ
れ

た
。
同
論
文
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
38
） 

野
家
啓
一
、
前
掲「
解
説
」『
精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
』、

三
九
八
︱
三
九
九
頁
。
な
お
附
言
す
れ
ば
、
野
家
は
ク
ー
ン
が『
科
学

革
命
の
構
造
』（
一
九
六
二
年
）に
お
い
て
、
独
自
に
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
／

エ
ク
ス
タ
ー
ナ
ル
両
ア
プ
ロ
ー
チ
の
統
合
を
試
み
た
こ
と
を
考
え
合
わ

せ
れ
ば
、
既
に
一
九
四
一
年
の
時
点
で
、
下
村
は
踏
み
出
し
て
い
た
と

い
う
先
駆
性
を
指
摘
し
て
い
る
。『
科
学
革
命
の
構
造
』
の
新
訳
が
青

木
薫
訳
に
よ
り
み
す
ず
書
房
か
ら
二
〇
二
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

（
39
） 

初
出
は
、（
書
評
）「
三
宅
剛
一
著『
学
の
形
成
と
自
然
的
世
界
』」

『
京
都
帝
国
大
学
新
聞
』一
九
四
一
年
一
月
二
〇
日
付
、
四
面
。

（
40
） 

廣
重
の
盟
友
で
あ
っ
た
技
術
史
家
中
岡
哲
郎（
一
九
二
八
︱

二
〇
二
四
）
は
、「
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
歩
い
た
時
代
と
科

学
」『
も
の
の
み
え
て
く
る
過
程
︱
私
の
生
き
て
き
た
時
代
と
科
学
』

（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
）
所
収
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
、

一
九
三
一
年
に
ゲ
ッ
セ
ン
の
論
文
が
刊
行
さ
れ
る
や
、
戦
前
の
わ
が
国

で
二
冊
も
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
、
一
九
三
〇
年
代
の
エ
ク
ス
タ
ー
ナ
リ
ス

ト
た
ち
と
、
戦
後
わ
が
国
の
科
学
史
研
究
が
未
だ
学
問
と
し
て
市
民
権

を
得
て
い
な
い
一
九
五
〇
年
代
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
青
木
靖
三
の
中
世

科
学
研
究
、
お
よ
び
廣
重
徹
の
科
学
の
社
会
史
研
究
の
も
つ
意
義
を
論

述
し
て
い
る
。

（
41
） 

廣
重
徹
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
岡
本
拓
司｢

科
学
論
の
展
開
│
武

谷
三
男
か
ら
廣
重
徹
へ｣

、
金
森
修
編
、
前
掲『
昭
和
後
期
の
科
学
思

想
史
』、
一
八
二
︱
三
〇
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。｢

科
学
革
命
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム｣

に
お
け
る
、
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
の
科
学
革
命
説
に
対
す
る

廣
重
の
批
判
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
42
） 
子
安
宣
邦（
解
説
）「
日
本
倫
理
学
の
方
法
論
的
序
章
」『
人
間
の

学
と
し
て
の
倫
理
学
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）所
収
。
同
書
解
説

を
参
照
さ
れ
た
い
。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
二
十
一
号

八
六

（
43
） 
野
家
啓
一
、
前
掲「
解
説
」『
精
神
史
と
し
て
の
科
学
史
』の
な
か

で
、「「
精
神
史
」
の
概
念
が
デ
ィ
ル
タ
イ
に
由
来
し
、
下
村
も
そ
の
影

響
下
に
あ
る
」と
の
指
摘
が
あ
る（
三
九
九
）。な
お「
哲
学
論
叢
」シ
リ
ー

ズ
の
一
冊
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ『
解
釈
学
の
成
立
』（
哲
学
論
叢
45
）
池
島

重
信
訳（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
はD

ie Entste-
hung der H

erm
eneutik,1900

（
全
集
第
五
巻
）
の
翻
訳
、
同
翻
訳
は

谷
川
徹
三（
一
九
二
二
年
京
都
大
学
哲
学
科
卒
業
）
の
勧
め
に
よ
る
も

の
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
下
村
が
こ
の
翻
訳
を
読
ん
だ
公
算
が
少
な

く
な
い
。
牧
野
英
二『
京
都
学
派
と
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
』（
法
政
大
学
出

版
局
、
二
〇
二
四
年
）
と
い
う
著
作
が
あ
る
こ
と
を
最
近
知
っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
同
書
を
読
む
機
会
を
得
て
い
な
い
。
な
お
、
同
書
で
下
村

寅
太
郎
が
立
項
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。


